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平成23年９月９日 開会 

平成23年９月27日 閉会 

  （定例第７回） 



南部町告示第61号

平成23年第７回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

平成23年８月24日

南部町長 坂 本 昭 文

記

１．期 日 平成23年９月９日

２．場 所 南部町議会議場

○開会日に応招した議員

板 井 隆君 仲 田 司 朗君

雑 賀 敏 之君 植 田 均君

景 山 浩君 杉 谷 早 苗君

赤 井 廣 昇君 細 田 元 教君

石 上 良 夫君 井 田 章 雄君

秦 伊知郎君 亀 尾 共 三君

足 立 喜 義君

○９月12日に応招した議員

青 砥 日出夫君

○応招しなかった議員

な し
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平成23年 第７回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

平成23年９月９日（金曜日）

議事日程（第１号）

平成23年９月９日 午前11時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 行政報告

日程第５ 諸般の報告

日程第６ 報告第４号 平成22年度健全化判断比率について

日程第７ 報告第５号 平成22年度資金不足比率について

日程第８ 報告第６号 法人の経営状況について

日程第９ 議案第51号 南部町水道拡張事業（遠隔監視システム整備）に関する変更契約の締結

について

日程第10 議案第52号 平成22年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第11 議案第53号 平成22年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第12 議案第54号 平成22年度南部町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第13 議案第55号 平成22年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第56号 平成22年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第57号 平成22年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第16 議案第58号 平成22年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第17 議案第59号 平成22年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第60号 平成22年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て
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日程第19 議案第61号 平成22年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第20 議案第62号 平成22年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第21 議案第63号 平成22年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第22 議案第64号 平成22年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第23 議案第65号 平成22年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第24 議案第66号 南部町からの暴力団排除のために必要な関係条例の整備に関する条例の

制定について

日程第25 議案第67号 南部町上水道給水条例の一部改正について

日程第26 議案第68号 辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更について

日程第27 議案第69号 平成23年度南部町一般会計補正予算（第４号）

日程第28 議案第70号 平成23年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第29 議案第71号 平成23年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

日程第30 議案第72号 平成23年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

日程第31 議案第73号 平成23年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 行政報告

日程第５ 諸般の報告

日程第６ 報告第４号 平成22年度健全化判断比率について

日程第７ 報告第５号 平成22年度資金不足比率について

日程第８ 報告第６号 法人の経営状況について

日程第９ 議案第51号 南部町水道拡張事業（遠隔監視システム整備）に関する変更契約の締結

について

日程第10 議案第52号 平成22年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第11 議案第53号 平成22年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第12 議案第54号 平成22年度南部町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について
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日程第13 議案第55号 平成22年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第56号 平成22年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第57号 平成22年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第16 議案第58号 平成22年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第17 議案第59号 平成22年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第60号 平成22年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第19 議案第61号 平成22年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第20 議案第62号 平成22年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第21 議案第63号 平成22年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第22 議案第64号 平成22年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第23 議案第65号 平成22年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第24 議案第66号 南部町からの暴力団排除のために必要な関係条例の整備に関する条例の

制定について

日程第25 議案第67号 南部町上水道給水条例の一部改正について

日程第26 議案第68号 辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更について

日程第27 議案第69号 平成23年度南部町一般会計補正予算（第４号）

日程第28 議案第70号 平成23年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第29 議案第71号 平成23年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

日程第30 議案第72号 平成23年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

日程第31 議案第73号 平成23年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

出席議員（13名）

１番 板 井 隆君 ２番 仲 田 司 朗君

３番 雑 賀 敏 之君 ４番 植 田 均君

５番 景 山 浩君 ６番 杉 谷 早 苗君

７番 赤 井 廣 昇君 ９番 細 田 元 教君
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10番 石 上 良 夫君 11番 井 田 章 雄君

12番 秦 伊知郎君 13番 亀 尾 共 三君

14番 足 立 喜 義君

欠席議員（１名）

８番 青 砥 日出夫君

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 唯 清 視君 書記 芝 田 卓 巳君

書記 前 田 憲 昭君

説明のため出席した者の職氏名

町長 坂 本 昭 文君 副町長 藤 友 裕 美君

教育長 永 江 多輝夫君 病院事業管理者 田 中 耕 司君

総務課長 森 岡 重 信君 財政専門員 板 持 照 明君

企画政策課長 谷 口 秀 人君 地域振興専門員 長 尾 健 治君

税務課長 分 倉 善 文君 町民生活課長 加 藤 晃君

教育次長 中 前 三紀夫君 総務⋞学校教育課長 野 口 高 幸君

病院事務部長 陶 山 清 孝君 健康福祉課長 伊 藤 真君

福祉事務所長 頼 田 光 正君 建設課長 頼 田 泰 史君

上下水道課長 真 壁 紹 範君 産業課長 景 山 毅君

監査委員 須 山 啓 己君

○議長（足立 喜義君） おはようございます。まず、このたびの台風１２号によりお亡くなりに

なりました方々に対して黙祷を行いたいと思います。黙祷始め。（黙祷）終わります。御着席く

ださい。

⋞ ⋞

議長あいさつ
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○議長（足立 喜義君） 一言ごあいさつを申し上げます。平成２３年９月定例会の冒頭に当たり、

一言ごあいさつを申し上げます。

秋の気配が感じられますものの、まだまだ残暑厳しき毎日でございます。ことしの夏は昨年同

様猛暑であり、軒並み３５度を超える猛暑日も多数ございます。熱中症でお亡くなりになる高齢

者の方々があるとも報道されております。町民の皆様もくれぐれも体調管理、健康管理に留意さ

れ、御自愛なさいますことを御祈念申し上げるところであります。

台風１２号につきましては、本月３日から４日にかけて猛威を振るい、１００名を超える死者、

行方不明者が報告されております。

南部町におきましては、町内全戸に避難勧告が発令され、１６１名の町民の方が避難されまし

た。また、床上浸水３戸、床下浸水１５戸とし、また、家屋に土砂が流入した件もありましたが、

最も大切である町民の生命に何事もなかったことは幸いであります。

東日本大震災による福島第一原子力発電所の事故により、多量の放射性物質が外部に放出され

たことによる放射能レベルの上昇により、場所によっては自然放射能の数十倍の積算放射線量が

観測されており、心痛余りあるものがあります。

政局におきましては、野田前財務相が第９５代、６２人目の首相に指名されました。新野田首

相におかれましても、東日本大震災で被災された方々及び日本国民にとって最もよいことは何か

を考えていただき、日本のかじ取りをしていただくことを望みます。

本定例会におきましては、２２年度決算認定が１４件、補正予算５件、条例制定などが４件、

合わせまして２３件の付議案件について御審議いただく予定になっています。

後ほど町長から議案の内容について説明がございますが、議会といたしましては町民の要望に

こたえるべく、提出されております諸議案に対しまして慎重審議いただき、適正かつ妥当な議決

に達することをお願いいたしまして、９月定例会における議長の開会冒頭のごあいさつといたし

ます。

町長あいさつ

○町長（坂本 昭文君） ９月定例会の開催に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。

議員各位におかれましては、日ごろは議員活動、議会活動を通じまして町政の発展に御尽瘁を

賜っておりまして、厚くお礼を申し上げます。

さて、６月定例会以降、事件も事故もなくと申し上げたいところでございますけれども、７月

の２８日には、朝金で野焼きの火災、７月３１日には四季団地におきまして一般建物火災が発生
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をし、消防団の出動をお願いしております。いずれも人的な被害はなかったということでござい

ます。それから、９月２日には、大型で強い台風１２号の影響で大雨洪水警報が発令されました。

これを受け、９月３日の深夜１時１０分に災害対策本部を設置し、対策に当たってまいりました

が、町内各地から寄せられる被災情報や２００ミリを超える豪雨が続き、土砂災害警報も発令さ

れたことから、全町を対象として６時５５分に避難勧告を発令した次第です。住家など損壊が２

戸、床上浸水３戸、床下浸水１５戸を初め、公共土木施設や農業用施設、ため池など８４カ所に

大きな被害が発生し、南部町には湯梨浜町とともに災害救助法の適用が決定されたところでござ

います。幸いに人的な被害がなく、９月４日午前８時をもって避難勧告は解除しましたが、全国

的には８日の１２時現在で死者５４名、行方不明者が５１名など、甚大な被害をもたらしました。

西部地震から１１年目の災害対応でございましたけれども、町民の皆様初め南部町消防団や関係

者の皆様の御協力に厚くお礼を申し上げる次第でございます。

さて、６月議会以降、出生されたお方は１８人、お亡くなりになったお方は４２人で、現在外

国人を含め、１万１，７５３人の人口となっております。出生されたお子様の健やかな御成長を

祈念するとともに、お亡くなりになった皆様の御冥福をお祈りする次第でございます。

本定例会では、平成２２年度各会計決算の認定や条例制定など２３議案を上程し、御審議いた

だくわけでございますが、いずれも町政の推進に必要な議案でありますので、全議案とも慎重御

審議の上、御賛同賜り御承認をいただきますようにお願いを申し上げまして、開会のごあいさつ

といたします。よろしくお願い申し上げます。

午前１１時００分開会

○議長（足立 喜義君） ただいまの出席議員数は１３人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、平成２３年第７回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（足立 喜義君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、次の２人を指名します。

１３番、亀尾共三君、１番、板井隆君。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定
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○議長（足立 喜義君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、１９日間といたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 異議なしと認めます。よって、会期は、１９日間と決定しました。

⋞ ⋞

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（足立 喜義君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

⋞ ⋞

日程第４ 行政報告

○議長（足立 喜義君） 日程第４、行政報告を行います。

町長より報告を受けたいと思います。

町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 行政報告を行います。最初に、東日本震災視察の行政報告を行います。

８月１４日から１６日まで岩手県宮古市及び宮城県南三陸町に議長、総務課長と３名で状況視

察を行いましたので、御報告を申し上げます。

岩手県宮古市に対しては、全国市町村に先駆けて３月１８日、１７名から成る支援隊を派遣し、

支援してまいりました。その後の復興状況について把握するとともに、支援の有効性などについ

ても市長に直接ヒアリングを行いました。宮古市では死者４２０名、行方不明者１７６名、全半

壊家屋約４，７００戸、瓦れきの推計量が岩手県内で最大の１１６万２，０００トンと、甚大な

被害が発生しております。多数の避難所も開設されましたが、現在では約１，６００戸の仮設住

宅が建設され、全員入居済みとなっておりました。被災地の瓦れきは大方が片づけられて、とて

もすっきりした形になっております。特に商店街などではきれいに片づけられて、津波被害があ

ったことが信じられないほどの状態になっておりました。また、人や車の往来も盛んで、とても

元気のよい町の印象を受けたところであります。歯科医師の山本市長さんは医院が全壊し、アパ

ート暮らしをされていますが、大変バイタリティーに富んだお方で、このような大きな震災にも

負けず頑張っておられました。大切なことは市民の心の問題であると話されまして、市民には津

波被害を乗り越えて新しい宮古市の創造を力強く一緒に取り組む気持ちになっていただくことが

大切であると語っておられました。
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南部町の支援については、全国から多くの市町村の支援を受けましたけれども、最初の支援で

大変にありがたく心強かったと。支援に来ていただいた皆様や町民の皆様へ、心から感謝してい

ることを伝えてほしいとお礼の言葉がございました。お米を送りましたが、米どころの東北に米

不足とは少し不思議でございましたが、電気が使えないために精白米にならずに南部町の精白米

はありがたかったということで、納得をしたところでございます。また、精神科ドクター、看護

師、保健師、介護福祉士など、専門職の派遣はタイムリーで、避難所で随分人気があったようで

ございます。また、医師である前市長、熊坂さんは南部町の支援を１０日以上もたってから知ら

れて、遠方の鳥取県からの支援に驚くとともに、ネットワークの大切さや市長の決断に頭が下が

ったとお礼の言葉がございました。山本市長が上京して総務大臣に要望した折に、鳥取から支援

があったでしょうと話されまして、南部町の素早い支援は片山前総務大臣の自慢になっているよ

うでございました。

次に、宮城県南三陸町は西部町村会を窓口にして職員を派遣している関係から、今後の支援の

あり方などについて知るために訪問いたしました。総務課長さんに対応していただきましたが、

宮古市とは違って瓦れきも片付いておらず、壊滅的な被害をこうむって町が息も絶え絶えになっ

ているような状況でした。役場の隣の防災センターに町長以下陣取って災害対応に取りかかって

いるときに、予想をはるかに超える大津波に襲われ、１１名の課長さんのうち１０名を失い、自

分が１人残ったと残念そうに話されました。３０名以上の職員を一気に失うとともに、役場も何

もかも失って行政機能が麻痺している状況です。人口１万７，０００人の約５％、９００人が死

者及び行方不明者ということでした。税務課の職員を派遣しておりますが、減収補てん債を借り

るための減収額の確定が急がれることのようであります。必要な資金は取り急ぎ国や県の貸付金

で確保しておき、３年くらいで精算するようにすればもう少し余裕のある災害復興事務になるだ

ろうと考えますけれども、法律改正もままならない政治状況の中では、現行制度を拡大解釈して

対応するほか方法がないというのが現実であり、限界であります。現場の実態に政治が対応して

いないはざまで苦しんでいる南三陸町の状況でございました。税務事務には、日野町と伯耆町の

２名の職員がプレハブの倉庫のような場所で汗だくで働いておられました。津波にも負けず、明

るく未来を見つめておられる町民の皆さんに毎日勇気や感動、元気をいただいております。来さ

せてもらってよかったと語っていただきました。

７月には、本町税務課、斉藤君が行ってきましたが、現在は６日から、９月の６日でございま

す、三輪祐子さんが行っておりますし、１３日からは吉持美奈子さんが支援に行く予定でござい

ます。私の率直な印象を申し上げますと、宮古市は自立のめどをつけておられますけれども、南
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三陸町は当分の間、自立のめどは見込めず、引き続きさまざまな支援が必要であると感じたとこ

ろであります。

このたびの東日本大震災を受けて、この教訓を我が町の災害対応に生かさなければなりません。

津波被害は想定しませんけれども、地震、洪水、土石流など、自然災害を想定しての避難訓練や

避難場所の徹底、防災意識の向上など、取り組むべき課題はまことに多い現状にあります。町民

の皆様には改めて災害に強い安全なまちづくりに行政と一緒になって御協力を賜りますように、

本議場を通じてお願いを申し上げまして行政報告といたしたいと思います。

次に、台風１２号被害に係る対応について御報告を申し上げます。

９月２日から９月４日にかけて、鳥取県を直撃した台風１２号への対応について御報告申し上

げます。大型で強い台風１２号は、９月２日には鳥取県にも影響が出始めて、午後４時１３分に

は南部町に大雨洪水警報が発令となりました。町では災害警戒本部を設置して待機態勢をとって

いましたが、９月３日深夜の１時１０分に南部町に土砂災害警戒情報が発令となったことから、

同時刻に南部町災害対策本部を設置いたしました。この前後から町内各地で水路があふれるなど

により床下浸水などの状況が発生し、また、境集落の水量増加に伴う排水ポンプの出動依頼を行

うとともに、本部の町職員、各地域振興協議会の防災コーディネーターなどの協力を得て、情報

収集などに努めてまいりました。時間の経過とともに町内各地から被害報告が次々と寄せられる

状況となり、午前４時２７分には全消防団員の出動を要請しました。恐れておりました境地内、

東光寺の冠水によって県道福成戸上米子線が通行不能となり、床上浸水の報告を受け、また、西

にございます西井堤が満水となり、提体の一部が崩落し、決壊のおそれがあることなどから、６

時５５分に全町域に避難勧告の発令をいたしました。

状況といたしましては、１つ、全町的に被害報告がございましたが、相対的に西伯地区が多か

ったこと。また、土石流のおそれのある南部地域よりも下流域の北部の被害報告が多かったこと。

２点目といたしまして、この時点での降雨量は天萬で２５０ミリ程度、法勝寺で１５０ミリ程度

であり、地域による被害報告数と降雨量が矛盾した状況であったこと。３点目に、台風の速度が

遅く、４日の午前中に日本海に抜ける予報が出ていることから、さらなる降雨が予想されたこと

などでございました。被害報告の多い西伯地域や土石流のおそれのある南部地域など、地域限定

の避難勧告も考えましたが、雨量は会見地域が１００ミリも多く降っており、会見地域において

も明るくなるとともに被害報告が数多く寄せられるだろうと見込みました。

以上のような状況から総合的に判断して全町域への避難勧告を決断し、発令した次第です。避

難所は町内１０カ所に設置し、避難していただきましたが、最大で４９６名のお方が避難所の利
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用をされました。また、町が指定した避難所ではなく、集落の公民館などに避難されたお方も多

数あったと報告を受けております。また、おおくに田園スクエアが奥部のため池が決壊すれば被

災するのではないかという情報をいただきまして、急遽協定に基づき工業団地のＮＯＫ、鳥取ビ

ブラコースティックさんの食堂を避難所として提供していただき、やまと園の皆さんとともにお

世話になったことを御報告しておきます。

次に、被災状況ですが、公共土木施設と農業用施設、がけ崩れなどは除き県に報告した住居関

係の被災状況は、住家の一部損壊１戸、床上浸水３戸、床下浸水１５戸、非住家の半壊１戸とな

っております。今後、被害状況がまとまり次第御報告を申し上げます。

このような南部町の被災状況、災害対応について、３日午前中、鳥取県知事の状況視察を受け

ましたが、夕方の６時５５分には災害救助法の適用が決定となり、国、県より財政支援を受ける

こととなりました。その後も災害対応に全力を挙げて取り組んでまいりましたが、徐々に雨もお

さまり、４日の早朝４時１８分には土砂災害警戒情報が解除となり、５時３５分には洪水警報が

解除、７時３９分には大雨警報が解除となったため、午前８時に避難勧告を解除することとしま

した。１０時には全避難所を閉鎖し、正午には災害対策本部を解散したところでございます。

このたびの台風１２号による被害は、９月８日、１２時４０分現在、死者５４名、行方不明５

１名と全国的に大きな被害をもたらしましたが、幸いに南部町では１人も人的被害がなく、その

面では安堵したところでございます。避難勧告や避難指示の発令のなかった町やおくれから人的

被害が発生した町もあり、大きな問題になっております。南部町では早期に避難勧告を発令し、

皆様に御協力をいただき、大きな事故の発生とならずに喜んでおります。今後も集中豪雨などに

より災害が発生するおそれがあると思いますので、町民の皆様には日ごろから避難所や避難経路

の確認、携行品の準備など、万一に備えていただきますようにお願いいたしまして行政報告とい

たします。以上です。

○議長（足立 喜義君） 以上で行政報告を終わります。

⋞ ⋞

日程第５ 諸般の報告

○議長（足立 喜義君） 日程第５、諸般の報告を行います。

初めに、議長の方より、３件について報告をいたします。

まず、鳥取県西部広域行政管理組合臨時議会について報告をいたします。

去る８月４日、鳥取県西部行政管理組合臨時会が開催されました。内容は、委員会条例の一部

改正で、広域ごみ処理計画課を廃止し、その事務を総務課が引き継ぐことになったためです。所
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管する委員会がかわったことでした。

専決処分が２件あり、１件目は、米子市の一般職の給与条例の改正に伴い、本組合の条例を改

正するものです。

２件目は、補正予算で庁舎内ＬＡＮ事務所拠点追加工事と、リサイクルプラザ各機器修理工事

でありました。

財産の取得については、第５次消防力など整備５カ年計画に基づき、老朽化した米子消防署南

部出張所及び伯耆出張所の消防ポンプ自動車の更新と、皆生出張所に災害対応特殊１５メートル

級屈折はしごつき消防ポンプ自動車を更新するものです。

以上で鳥取県西部行政管理組合臨時会について報告を終わりますが、詳細につきましては、年

度を通して控室の方にすべての書類をファイルしておりますのでごらんください。

次に、鳥取県西部町村議会議長、副議長、局長研修について報告をいたします。

７月２２日に日南町役場において、西部町村議会正副議長、局長合同研修会が開催されました。

研修会におきましては、議会運営上の諸問題について事例研究とし、各自治体から問題の提出を

受け、これについて各自治体間で検討を重ね、最後に鳥取県町村議会議長会の岸本主幹から助言

を得ることといたしました。これにより、効率的な議会運営を図ることを目的といたしておりま

す。研修会後には、日南町美術館を現地調査いたしました。本美術館を現地調査することにより、

各自治体での文化面での発展を図ろうとするものであります。以上であります。

次に、鳥取県西部町村議会議長会行政調査研修の報告を行います。

鳥取県西部町村議会議長会の行政調査研修会が８月１０日から１２日の３日間で行われました。

第１日目は、長野県諏訪郡原村議会において、米粉用水稲の栽培と消費の拡大。次に、あらほう

の村づくり事業の２点について研修を行いました。原村は長野県の東南部に位置し、八ヶ岳の西

麓標高９００メートルから１，２００メートルに広がる面積４３．２５平方キロ、人口７，５７

５人の高原の村で、高原野菜や花卉が有名で、セロリは日本一の生産高とのことでした。研修目

的の一つであります米粉生産は、４軒の農家で３．６ヘクタールに秋田こまちを栽培され、予定

収量は２１トンとなるそうですが、需要は５０トンあるため、あと３０トンは受け入れ可能との

説明でありました。２つ目のあらほうのむらづくり事業は、南部町が行っているジゲの道づくり

事業と同じような形態でありましたが、補助金つきの事業でありました。

２日目は、長野県飯田市議会で行政評価の手法、行政評価の成果の提言書の生かされ方につい

て研修を行いました。飯田市は、面積６５８．７平方キロ、人口１０万４，０００ちょっとであ

りますが、高齢化率２７％、世帯数３，７８６世帯、標高は市役所の位置で４９９．０２メート
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ル、農地は標高３５０メートルから１，０００メートルに位置し、東西を結ぶ街道と南北を結ぶ

街道が交差し、古くからの交通の要衝として栄えてきた町との説明でありました。０７年に導入

した行政評価は実質２回目で、２１年度は２４施策３６事業について提言されていました。前年

度の反省を踏まえ評価基準を簡素化し、施策については事業展開の方向の正当性を評価し、事務

事業は事業の方向性、拡大、現状維持、縮小、廃止を原則に評価され、第５次基本構想計画も１

２年から後期計画に入り、行政評価のあり方についても考える必要がありそうだとの説明であり

ました。

以上で鳥取県西部町村議会議長会行政調査研修参加報告を終わります。なお、詳細資料につき

ましては、事務局に閲覧に供しておりますのでごらんください。

次に、議員からの報告を受けます。初めに、後期高齢者医療広域連合議会臨時会について報告

を求めます。

９番、細田元教君。

○鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員（細田 元教君） 平成２３年度第２回後期高齢広域連

合臨時議会が８月３日に湯梨浜町でありました。この後期高齢議会、後期高齢医療保険ですが、

高齢者医療制度改革会議は昨年末に後期高齢者医療制度を廃止し、新制度を創設する方針を出し

ましたが、混乱する国会情勢や東日本大震災の影響もあり、いまだ国会へ法案上程、提出に至っ

ておらず、先行きが大変不透明な状況が続いております。今後も国の動きを十分注視しながら、

現行制度の運営に万全を期すとともに、高齢者の皆様が安心して必要な医療を受けていただける

よう広域連合も頑張って、一層努力してまいりたいと思っております。

広域連合議会で３つの議案が提案されました。１つは、後期高齢者広域連合副連合長の選任に

ついてでございます。今まで副広域連合長で尽力していただきました三朝町長の吉田秀光さんが、

平成２３年７月２９日をもって辞職されました。その後任に日吉津村長で鳥取県町村会長の石操

氏を副広域連合長に選任いたしました。

続きまして、議案第７号ですが、後期高齢者広域連合監査員の選任についてでございます。こ

れは代表監査員でありました上山郁雄氏がお亡くなりになりまして、新たに湯梨浜町の礒江俊二

氏を監査員に選任した事案でございます。

続きまして、議案８号は、平成２３年度鳥取県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会

計補正予算でございます。これは平成２２年度の療養給付費等の負担金額が確定し、平成２２年

度に社会保険診療支払い基金より交付を受けた後期高齢者交付金が療養の給付に要した日より多

かったため、支払い基金に２億２，６７４万１，０００円を返納するというものでございます。
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以上でありました。報告を終わります。

○議長（足立 喜義君） 次に、南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合議会の報告を求めます。

５番、景山浩君。

○南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合議会議員（景山 浩君） 去る８月３１日に、南部町⋞伯耆

町清掃施設管理組合議会定例会が開催をされました。提出の議案は２議案で、平成２２年度決算

認定と補正予算であります。第１号議案の平成２２年度決算認定については、賛成多数。第２号

議案の補正予算については、全員一致で可決をされております。

議案第１号、平成２２年度決算認定については、歳入総額１億４，５３２万４，４６６円、歳

出総額１億２，４８７万２５７円で、差し引き２，０４５万４，２０９円、実質収支額も同額の

ものが提出をされました。歳入における南部町、伯耆町の分担金は、９，８１３万８，０００円

で、うち南部町６，０１６万２，５２０円、伯耆町３，７９７万５，４８０円でございました。

昨年度と比較しますと、総額で６，０７３万５，４１０円の減であります。これは主に、建設費

に係る起債償還が平成２１年度で終わったことによるものでありますが、反面、経年による施設

の老朽化による修理費が増加もしております。また、ごみの減量化によりごみ処理量も減少して

おり、３，８３７トンと前年比マイナス９９．９トン、率にしてマイナス２．５％と、昨年に引

き続き減少となっておりました。今後ともごみの減量化に取り組んでいくとともに、計画的な修

繕を行い、施設の延命化に努めていくことが求められているところでございます。

第２号議案、平成２３年度補正予算については、総務費において、臨時職員の雇用保険の率の

変更や共済組合負担金の計算方法の変更により、システムのプログラム変更が生じたこと。また、

衛生費においては、焼却施設の機器の緊急修繕が必要になったこと。予備費においては、緊急の

修繕に備えを増額を行いまして、補正額は歳入歳出それぞれ５７０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を１億３，８０９万５，０００円とするものでございました。この歳出増加に伴う財源は、

前年度繰越金を充てております。

議案書につきましては、事務局に供してございますので閲覧のほど、よろしくお願いいたしま

す。

○議長（足立 喜義君） 次に、南部箕蚊屋広域連合定例議会の報告を求めます。

１０番、石上良夫君。

○南部箕蚊屋広域連合議会議員（石上 良夫君） 南部箕蚊屋広域連合議会の報告をいたします。

南部箕蚊屋広域連合の８月議会定例会が８月２６日に開催されました。最初に、４月の日吉津

村会議員の選挙に伴い日吉津村から新たに橋井議員、江田議員の２名の議員が選出されましたの
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で、これに伴い副議長選挙、総務民生常任委員の選任、議会運営委員の選任を行いました。副議

長には日吉津村の橋井議員、総務民生常任委員には日吉津村の橋井議員と江田議員、議会運営委

員には日吉津村の橋井議員が選任されました。

次に、選挙管理委員と選挙管理委員補充員の任期が来ておりましたので、新しい選挙管理委員

と選挙管理委員補充員の選挙を指名推選で行い、新たに４名ずつの委員、補充員を選任いたしま

した。

続いて、平成２２年度決算、平成２３年度補正予算が一括提案され、平成２２年度決算につい

ては総務民生常任委員に付託されました。平成２２年度一般会計では、歳入５億３，０６０万円、

歳出５億２，６００万円、差し引き額が４６０万円でした。歳入、歳出とも介護保険システムの

変更委託料に伴うものが主な増加の要因で、その他については前年度とほぼ同様の決算額でした。

介護保険事業特別会計では、歳入が２６億５，５００万円、歳出が２５億６，２００万円で、

差し引き額が９，３００万円でありました。介護給付費は前年度に比べ約７，５００万円、３．

２％増加し、２４億３，５００万円となっています。これは事業計画の見込みとほぼ同じ増加率

でした。

決算については、一般会計、特別会計とも原案どおり認定されました。

また、平成２３年一般会計補正予算（第１号）と、介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

が可決されました。この補正予算は、平成２２年度決算に伴う繰越金や返還金の補正が主なもの

でありました。

この後、３名の議員からの一般質問があり、内容はいずれも改正介護保険法に関連するもので、

第５期事業計画策定に向けた質問内容でありました。

以上で、南部箕蚊屋広域連合議会報告を終わります。

○議長（足立 喜義君） 次に、議会改革調査特別委員会の報告を議会改革調査特別委員会副委員

長の景山浩君から報告を求めます。

５番、景山浩君。

○議会改革調査特別副委員長（景山 浩君） 青砥委員長、体調不良のため、副委員長から報告

をさせていただきます。

議会改革調査特別委員会におきましては、６月定例議会後、７月７日に議会改革調査特別委員

会を開催し、住民報告会を開催するに当たり、どのような方法で行うべきかを検討してまいりま

した。年に何回、いつの時点で行うべきか、会場数は何カ所がいいのか、１会場当たり全員出席

がいいのか、あるいは２班にでも分けた方がいいのか、具体的に何をどのように報告した方がい
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いのか、あるいは会によってテーマを変えた方がいいのか、審議過程も報告した方がいいのか、

だれがどのような職務分担をすればいいのか、資料はどのように作成した方がいいのか、終了後

はどのようにまとめればいいのか、即答できないものに対してはどのような方向でお答えすれば

いいのか、議会として報告を行うために全員の意思を統一すべきではないか等々、実施するに当

たり、町民の方にどのように報告等をすれば最もよいのかを各議員にお聞きし、方向性を見出し

たものであります。

７月７日において方向性を見出しましたので、８月２９日におきましてはその方向性をもとに

作成した要綱をたたき台として、これについて各１条１条を逐次議員にお諮りし、一歩一歩実現

に向けて検討を重ねてまいりました。しかしながら、議会議員各位の完全に統一された考えを見

出すには至らず、なお慎重に検討することとしております。

次の本特別委員会におきましては、８月２９日において検討することとされた事項についてを

網羅した、新たな要綱案をもって再度詰めることとしております。

南部町議会の住民に対する説明会の開催を求める陳情案、請願について議会として採択した以

上、今後、議会としましてはできる限りこれが効果的なものとなるように、また最も適切なもの

とするように努め、請願を出していただいた方、ひいては住民の方への説明責任を果たすべく努

めてまいります。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） 次に、そのほかの議員派遣報告は、お手元に配付のとおりであります。

議員研修も含めて配付しておりますので、ごらんいただくようにお願いをいたします。

以上で、諸般の報告は終わります。

⋞ ⋞

日程第６ 報告第４号 から 日程第７ 報告第５号

○議長（足立 喜義君） お諮りいたします。この際、日程第６、報告第４号、平成２２年度健全

化判断比率について及び日程第７、報告第５号、平成２２年度資金不足比率についてを一括して

報告を受けたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 異議なしと認めます。

町長より報告を求めます。

総務課長、森岡重信君。

○総務課長（森岡 重信君） 総務課長でございます。報告第４号、平成２２年度健全化判断比率

について。
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成２２年度決算に基

づく健全化判断比率を次のとおり報告する。

末尾の方に健全化判断比率及び資金不足の表がつけてございます。それに基づきまして説明を

いたします。

末尾から２枚目になります。健全化判断比率についてでございます。平成２２年度決算に基づ

き健全化判断比率を算定した結果、いずれの指標についても早期健全化基準を下回りました。

実質赤字比率、連結実質赤字比率、これは南部町に赤字があるかないかという指標でございま

す。両指標とも黒字でありますので、実質赤字比率はマイナスの４．３１、黒字の４．３１％と

いうことでございます。連結実質赤字比率、マイナスの１３．７９％でありますので、これも同

じく黒字の１３．７９％ということで指標を下回っております。

それから、実質公債費比率、将来負担比率でございます。南部町の借金について将来どうなる

か、また、今現在どうなっているかということでございます。実質公債費比率は１６．２％、将

来負担比率は８１．１％となっております。実質公債費比率では２５％、将来負担比率では３５

０％でありますので、両基準ともクリアするものでございます。将来負担比率が大きく変わりま

したのは、病院の収益改善に伴うものでございます。

めくっていただきますと、下段の方に財政健全化法について説明をしておりますので、参考に

していただきますよう、よろしくお願いいたします。

続きまして、資金不足比率について説明をいたします。報告第５号、平成２２年度資金不足比

率について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条の第１項の規定により、平成２２年度決算

に基づく資金不足比率を次のとおり報告をする。

平成２２年度決算に基づき資金不足比率を算定した結果、いずれの指標についても経営健全化

基準の２０％を下回りました。具体的に資金不足は発生しておりませんので、資金不足比率はな

しということになります。

以下、ここに書いております会計すべてにおいて、資金不足は発生しなかったということを御

報告申し上げます。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） 報告について、特に質疑がありましたら許可をしたいと思いますが。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 質疑ありませんか。ないようですので、これで質疑を終結します。

⋞ ⋞
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日程第８ 報告第６号

○議長（足立 喜義君） 日程第８、報告第６号、法人の経営状況についての報告を受けたいと思

います。

西伯郡南部町土地開発公社の報告を、企画政策課長、谷口秀人君。

○企画政策課長（谷口 秀人君） 西伯郡南部町土地開発公社の事業報告書を提出してございます。

はぐっていただきまして、事業報告書を総括をしておりますので、御説明をいたします。

平成２２年度西伯郡南部町土地開発公社の経営状況を御報告いたします。

主な事業は以下のとおりでございます。平成２２年度は新規事業はなく、継続事業として、平

成１９年度に開設いたしましたミトロキリサイクルセンター（建設残土処分場）で引き続き建設

残土の受け入れを行っております。２２年度実績といたしまして、センター開所可能日数２８９

日に対しまして、残土搬入日数２７１日でセンター稼働率９３．８％となり、７万７，１５８立

米、累計といたしまして２２万６，１９７立米の残土の受け入れを行いました。

アクロ用地取得（債務負担）とカントリーパーク用地取得（債務負担）の償還を行いました。

アクロ用地は償還期間９年（１８回返済）、カントリーパーク用地は償還期間５年（１０回返

済）で、平成２２年度は各２回の返済をいたしました。アクロ用地は平成２５年に償還終了予定

で、残り４回の返済を、カントリーパーク用地は平成２４年に償還終了予定で、残り２回の返済

を予定をいたしております。

用地の保有状況は、アクロ用地（債務負担）の２，０８２平方メートル（３，１１８万円）と、

カントリーパーク用地（債務負担）２万２，７１０平方メートル（１，１３０万８００円）とな

っております。

なお、第３６期における決算状況は、損益の部で総収入１億２，８２０万７，０２７円に対す

る総支出が９，２６３万３，０７６円、差し引き３，５５７万３，９５１円の純利益となってお

り、次年度への繰り越しとしております。これはミトロキリサイクルセンターの経営が順調に行

われているためでございます。

その結果でございますが、１２ページの平成２２年度土地開発公社剰余金計算書のように、当

年度末の繰り越し利益の準備金は１億８４１万８，４８８円となるものでございます。

今後も公有地の拡大の推進に関する法律を遵守し、引き続き経費節減に努め、健全な財務運営

に心がけ、各種事業の円滑な推進を図ります。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） 次に、財団法人南部町地域振興会の報告を求めます。

産業課長、景山毅君。
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○産業課長（景山 毅君） 産業課長でございます。財団法人南部町地域振興会の決算報告を行

います。

南さいはく自然休養村管理センター、緑水園ほか、周辺施設の管理、運営が主な事業でござい

ます。２ページをごらんください。収支総括というところを見ていただきたいと思いますが、平

成２２年度は、全国中小企業４５０万社のうち、７０％の３００万社が赤字を計上するというよ

うな、構造的な景気低迷経済下での経営を余儀なくされた一年でありました。

年度前半は、より低価格での販売拡大を目指しました。企業や個人の消費マインドの冷え込み

によるレジャーの「安⋞近⋞短」の流れにも乗り、売上高は前年以上を確保できたものの、客単

価は低下傾向を見せました。特に法事料理の単価低下は顕著で、最高金額である６，５００円の

会席料理を希望されるお客様はほとんどなくなり、かわりに４，５００円の会席料理がメーンの

価格帯になるなど、客数や売上額の確保が利益に結びつかないという結果となりました。

また、年度当初の４月下旬から６月初旬まで、こもれび工房を利用して「竹するめ」の製造に

取り組みました。原材料ベースで約４．７トンの処理を行い、１万９，０００袋の竹するめを製

造しました。食のみやこ補助金を活用して販売促進活動に努め、年度中にほぼ完売をし、売上高

は推計で約４００万円となりました。設備投資等が必要ではありましたが、最終商品の製造販売

という、収益性の高い分野を獲得できたものと考えています。

夏季の夏休みの期間中は、大学生等の合宿については、ほぼ前年並みでしたが、林間学校の参

加者は大きく減少いたしました。都市部での景気の先行き不透明感が深まる中、子供の体験にお

金を出すことに対するためらい感が広まった結果であろうと思われます。また、一般利用者も猛

暑の影響から伸び悩み、冷房用の電気についても今までに経験したことのない多額の料金が発生

をしております。

９月以降は残暑が厳しかったことや、節約志向の一層の広まりから、前年並みの売り上げを確

保することが難しい月が続きました。売り上げの足踏み状態が続く中、旺盛な中国の消費動向の

影響を受け、輸入品を中心とした食材等の値上がりや燃料費等の高騰など、経営環境はますます

厳しさを増していきました。

年末は１１月、１２月とも忘年会の減少が響き、売上高を大きく落とす結果となり、さらに、

年末からの大雪により、除雪費用、暖房費用等もかさみ、当初目標としていた黒字決算とするこ

とはかなわず、指定管理移行初の赤字決算となりました。

今後も、商圏内の人口の減少や、高齢化の進展、勤労世代の賃金の低下などの所得構造の変化

など、売り上げ、利益ともに低下圧力が働く中、今後の経営戦略をどのように描くかが非常に強
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く求められる状況となった一年でございました。

３ページにつきましては、各施設ごとの状況を記載しておりますのでごらんください。

４ページをごらんください、貸借対照表。資産の部。流動資産３，００８万３，８４６円、固

定資産２６３万８，１８９円、繰延資産１万２，５６０円。資産の部の合計でございますけども、

３，２７３万４，５９５円。

負債の部。流動負債１，８６０万３０２円。負債の部の合計ですけども、１，８６０万３０２

円。

純資産の部。株主資本１，４１３万４，２９３円。純資産の部の合計でございますが、１，４

１３万４，２９３円でございます。

負債及び純資産の部の合計、３，２７３万４，５９５円でございます。

続いて、損益計算書ですけども、右のページをごらんください。純売上高１億３，９５１万５，

１１７円、売上原価４，１５５万２，０８６円、売上総利益ですけども、９，７９６万３，０３

１円。

販売費及び一般管理費ですけども、これにつきましては１億１１１万４，６７１円でございま

す。これにつきましては、裏面の方にそれぞれの経費の内訳を載せておりますのでごらんいただ

きたいと思います。

営業損失３１５万１，６４０円、営業外収益ですけども、１７７万８，０９６円。経常損失１

３７万３，５４４円。当期の損失ですけども、一番下を見ていただきたいと思いますが、１４４

万４，５４４円の損失ということでございます。

以上で地域振興会の経営状況の報告を終わります。

○議長（足立 喜義君） 続けて。

○産業課長（景山 毅君） 続きまして、財団法人南部町農村振興公社の経営状況について報告

いたします。

主な事業は、農作業の受託及び委託に関する事業、特産品開発事業と食材供給受託事業です。

農作業の受託及び委託に関する事業は、水稲作業、大豆作業及びソバ作業の受託及び必要に応

じて担い手への再委託を行っております。作業量は記載のとおりでございます。

食材供給事業は、町内の公共施設、給食センター、ゆうらく、祥福園、西伯病院、保育園に地

元食材を供給するに当たり、食材の受注、発注及び食材代金の請求、支払いを行っております。

３ページをごらんください。貸借対照表でございますけども、資産の部。流動資産の合計が５

０８万１，７８０円。固定資産の基本財産の合計ですけども、１，０００万円。特定資産の合計
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ですけども、１，１９９万４，０７６円。固定資産合計２，８６３万７，４１８円。資産の合計

ですが、３，３７１万９，１９８円でございました。

負債の部。流動負債合計３１万５０５円。固定負債の合計ですけども、３８０万８，３２５円。

正味財産の部。指定正味財産の合計が１，０００万円でございます。一般正味財産、正味財産

の合計が２，９９１万８７３円。負債及び正味財産合計が３，３７１万９，１９８円でございま

す。

続いて、１枚はぐっていただきまして正味財産増減計算書をごらんください。経常収益。基本

財産運用費ですけども、７，４００円。農作業受託収入１，３３１万８，１４４円、特産品開発

事業収入、これはゼロ円でございます。集出荷事業収入８５万２，３２７円、受け取り補助金２

９９万９，１００円、雑収益６，１９７円。経常収益計ですけども、１，７１８万３，１６８円。

次に、経常費用でございますけども、事業費として１，０７７万１，６５５円。右のページに

行きまして、管理費ですけども、３２６万４，８３２円。特産品開発費２４万７，４０１円。経

常費用の合計ですけども、１，４２８万３，８８８円でございます。

当期経常増減額では、２８９万９，２８０円の利益を計上しております。（「合計だけぱっ、

ぱっ、ぱっと」と呼ぶ者あり）よろしいですか、はい、わかりました。

そうしますと、財団法人南部町農村振興公社の報告は以上で終わります。

次に、南部⋞伯耆地域振興株式会社の経営状況について報告いたします。

特産センター野の花の管理、運営が主な事業でございます。

３ページの一番下の方、５行ほどちょっと朗読しますけども、今年度のとっとり花回廊は、天

候も影響し、４月、９月、１月と、３カ月も来園者数が開園以来過去最低記録を更新するなど集

客に苦戦した一年でした。昨年同様、土日に観光客が集中する傾向は変わらず、平日は冬季と同

じくらいあいているような傾向であることから、週末に力を入れて頑張りました。しかし、農産

物の不作等、全体の落ち込みが大きく、最終的には売り上げ、客数ともに減となっております。

前年同様、ＦＦコーナーや農産物などはよい傾向にあるようですので、来年度もこのあたりを

主力に営業し、今後の営業時間については、お客様のある時間帯に営業する等に努めてまいると

ころでございます。

はぐっていただきまして、貸借対照表ですけども、一番下の資産の部の合計ですけども、１，

９９９万２，６８４円でございます。

次に、損益計算書ですけども……（「負債の合計は」と呼ぶ者あり）済みません。負債の部の

合計が８３６万７，９５５円。
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純資産の部の合計が１，１６２万４，７２９円で、負債⋞純資産の部の合計が１，９９９万２，

６８４円ございました。

損益計算書ですけども、売上高が……（発言する者あり）損益計算書につきましては、５ペー

ジの一番下を見ていただきますと、当期純利益ということで損失を計上しております。２２万３，

０２５円でございます。以上で報告を終わります。

○議長（足立 喜義君） 以上、４点について報告が終わりました。

特に質疑がありましたら許可をしたいと思います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） ないようですので、これで質疑を終結します。

以上で法人の経営状況の報告を終わります。

ここで休憩をいたします。再開は１３時であります。

午後０時０７分休憩

午後１時００分再開

○議長（足立 喜義君） 再開します。

⋞ ⋞

日程第９ 議案第５１号

○議長（足立 喜義君） 日程第９、議案第５１号、南部町水道拡張事業（遠隔監視システム整

備）に関する変更契約の締結についてを議題といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

副町長、藤友裕美君。

○副町長（藤友 裕美君） 副町長。議案第５１号、南部町水道拡張事業（遠隔監視システム整

備）についてでございますけれども、に関する変更契約の締結について。

南部町水道拡張事業（遠隔監視システム整備）に関する変更契約を締結をするため、地方自治

法第９６条第１項第５号及び南部町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例第２条の規定によって、議会の議決をお願いをするものでございます。

１、契約の目的、南部町水道拡張事業（遠隔監視システム整備）でございます。２、契約の金

額、変更前でございますが、１億９７８万５，９００円を、変更後、１億２，２１４万１，２５

０円で、１，２３３万５，３５０円を増額をいたす内容でございます。３、契約の相手方、広島

県広島市中区袋町５番２５号、株式会社日立製作所中国支社、支社長、畑谷圭志でございます。
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この議案でございますけれども、これは町内各所に設置しております水道施設２１施設ござい

ますが、にあります計装盤に表示される情報、運転状況、故障、異常等の情報でございますが、

を役場で把握できるようにして迅速な対応を図るためシステムを導入するものでございますが、

現地精査によりまして、よりシステムの精度を高めるために整備機械の追加や更新が必要となっ

たために、工事の変更契約を締結をするために議会の議決をお願いするものでございます。詳細

につきましては省略いたしますが、よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。

○議長（足立 喜義君） 提案に対して質疑はありませんか。

１３番、亀尾共三君。

○議員（13番 亀尾 共三君） １点だけお聞きしますので、よろしくお願いします。本日の全協

で担当課から説明を受けましたけども、先ほど副町長からもあったんですけども、いわゆる配水

池の水位だとか、あるいは管路の破断についたときの対応については十分機能が図れないという

ことで更新の必要で、このたび提案されたんですけども、その必要性を感じられたというのはい

つごろだったでしょうか、その点だけをお聞きします。よろしくお願いします。

○議長（足立 喜義君） 上下水道課長、真壁紹範君。

○上下水道課長（真壁 紹範君） 上下水道課長です。必要性を感じたのはいつごろかということ

ですけれども、全協でも説明をさせていただきましたけれども、当初は２１施設の中で現状を中

央で監視する、現状にある状況を中央で監視するということだったわけですけれども、４月以降

詳細に現地を見まして検討したところ、まず第一に配水池の水位は絶対把握する必要がある。こ

れは全協で申し上げましたように、水源が枯渇した場合には大きな問題になるということで、配

水池の水位は必ず把握する必要があるということと、管路が破断したときに把握することができ

るのは配水流量、ですから配水流量計でございます。この２つは必ずどの施設にもなければいけ

ないということで、再度確認しましたところ、東長田簡水については配水流量計がなかったとい

うことで、この変更の大きな理由は、二桝にあります東長田簡水の水源及び配水池にあります流

量計を設置するということが大きな変更の内容になっております。よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） ほかに質疑はありませんか。

〔質疑なし〕

○議長（足立 喜義君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。

原案に賛成のほか討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） これで討論は終わります。
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これより、議案第５１号、南部町水道拡張事業（遠隔監視システム整備）に関する変更契約の

締結についてを採決いたします。

議案第５１号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決されました。

⋞ ⋞

日程第１０ 議案第５２号 から 日程第３１ 議案第７３号

○議長（足立 喜義君） お諮りいたします。この際、日程第１０、議案第５２号、平成２２年度

南部町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第３１、議案第７３号、平成２３年度南

部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）までを一括して議案の提案説明を受けたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 異議なしと認めます。よって、日程第１０、議案第５２号から日程第３

１、議案第７３号までを一括して提案説明といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

総務課長、森岡重信君。

○総務課長（森岡 重信君） 総務課長でございます。議案第５２号、平成２２年度南部町一般会

計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町一般会計歳入歳出決算を別紙

監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、２２年度の一般会計歳出の決算について御説明をします。この白い表紙ですね、こ

の決算の部分と、それから、Ａ３の長い分とで説明をさせていただきます。

まず、この白い表紙でございます。決算書の９７ページをお開きください。実質収支に関する

調書ということで、上から５段目のところになりますが、６段目でございます。下段でございま

した、申しわけございません。（発言する者あり）実質収支に関する調書でございます。歳入総

額が７４億７，７９２万４，５６１円、歳出総額が７２億４，４２３万１，４３４円、歳入歳出

差し引き額が２億３，３６９万３，１２７円、繰越明許費繰越額が３，２２４万８，４６５円、

実質収支額が２億１４４万４，６６２円となったものでございます。

続きまして、Ａ３の表に移ります。今、申しましたのが、この文書の中の真ん中どころの方ま

で進んでまいりました。それから、２億１４４万４，６６０円の黒字でございます。この額から
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前年度の実質収支を差し引いた単年度収支は、１，１６６万２，７３３円の黒字となっておりま

す。これに、当該単年度収支に財政調整基金への積立額を加算し、財政調整基金の取り崩し額を

差し引いたものに繰り上げ償還額を加算して求めた実質単年度収支は、１，３２８万４，２６８

円の黒字となっております。

めくっていただきまして、歳入の状況から御説明をいたします。説明に入ります前に、この白

い決算書をお願いいたします。１ページと２ページになりますが、不納欠損額と歳入未済額を説

明をさせていただきます。

不納欠損額でございますが、１款町税で１１９万２，２８９円を計上をしております。収入未

済額は、同じく町税で８，１０９万５，５９７円。

それから、下段になりますけども、１２款の分担金及び負担金で７４４万３，１２０円。

次ページの方に移ります。１３款の使用料で６５９万５，２９０円。

それから、１６款の財産収入で２７万３，４３０円。

合計で９，５４０万７，４３７円を計上をしております。

それでは、もう一回Ａ３の部分で御説明をします。

歳入ですけども、一番左のところに自主財源と依存財源と……（「総務課長、説明はこのペー

ジ先に言ってください」と呼ぶ者あり）２ページです。（「２ページ」と呼ぶ者あり）２ページ

の一般会計歳入の状況ということで、一番左側の方の枠に自主財源と依存財源ということで分け

ております。町税の方で９億２，８５１万４，０００円、昨年度比較で１，３８５万３，０００

円の減ということでございます。

それから、分担金でございますが、１億２，４８４万６，０００円、１８９万６，０００円の

減ということでございます。

大きく変わったところでは寄附金でございますが、１，２７０万５，０００円、１，１２１万

９，０００円の昨年比増でございます。これはがんばれふるさと寄附金が主なものでございます。

諸収入でございます。２億２，３１９万５，０００円、２，６５３万３，０００円の増となっ

ております。これは天津運動公園の移転補償金が減になっております。新エネルギー導入促進事

業補助金、それから、鳥取県西部ふるさと振興基金返金等が主なものでございます。

その下段に小計を設けております。依存財源の合計が１５億９，７２０万３，０００円、７，

４７２万８，０００円の増となっております。構成比でいきますと２１．４％ということでござ

います。

続きまして、この下段の方に行きます。依存財源の方でございますが、株式譲渡からゴルフ場
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の利用交付金は、これは社会動向や景気に左右されるものでございます。微増、微減をしており

ます。

地方交付税でございます。３５億２，０７７万２，０００円となっております。昨年比較で２

億１，０７７万９，０００円の増。これは普通交付税並びに特交の伸びによるものでございます。

下段になります。国庫支出金でございますが、５億６，５６８万５，０００円、３億４，９９

３万１，０００円の減となっております。これは地域活性化⋞経済危機対策臨時交付金、それか

ら、地域活性化⋞生活対策臨時交付金等の減が大きなものでございます。

３ページに移ります。県支出金でございます。６億８，８５０万６，０００円、１億９，０８

６万６，０００円の増となっております。これはグリーンニューディール補助金、それから、次

世代鳥取梨産地育成事業補助金、緑の産業再生プロジェクト事業補助金等が主なものでございま

す。

町債でございます。８億７，０６０万円、昨年と比較しまして２億８，３００万円の増となっ

ております。これは合併特例債事業債ということが主なものでございます。

下段の方には表をつけております。交付税が伸び、町債が伸び、国庫支出金が減ったというよ

うなところが読み取っていただけるものと思います。

続きまして、４ページに移ります。歳出の方に移りますが、これは目的別ということで総務費

でございます。１９億１，７３１万８，０００円、昨年比で２億９，５７０万９，０００円でご

ざいます。これは庁舎関係の工事費と減債基金の増によるものでございます。

民生費でございます。１５億４，３２４万５，０００円、１億４，４０９万９，０００円の増

となっております。これは主なものでございます児童手当費は７，０２８万５，０００円の減と

なっておりますが、かわりに子ども手当が１億７，８６８万５，０００円ふえております。それ

から、介護保険対策費等が１，４４５万５，０００円となっております。保育園の職員人件費１，

９９７万６，０００円の増となっております。こういったものが主なものでございます。

５ページに移ります。衛生費でございます。８億７，８９９万４，０００円の決算でございま

す。昨年比で２億７，０６５万５，０００円、４４．５％の増ということでございます。これは

病院事業費として病院に補助金を出しました３億８２８万円、これが主なものでございます。ま

た、南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合負担金ということで、５，２５３万２，０００円は減額と

なっております。

続きまして、農林水産業費でございます。４億９，８９５万１，０００円の決算でございます。

昨年比で２，８９０万９，０００円、６．２％の増ということでございます。緑の産業再生プロ
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ジェクト事業７，０８７万７，０００円が増の主なものでございます。減の方では、就農条件整

備事業、緑水園改修事業等が減となっておるものでございます。

続きまして、商工費でございます。１，９２０万３，０００円、６３５万１，０００円の減と

なっております、２４．９％の減。これの主なものは、中小企業小口融資貸付金の減で６８９万

９，０００円となっております。

続きまして、土木費の方に移ります。３億６，１１７万７，０００円でございます。３，１２

９万４，０００円の減となっております。８％の減ということでございます。大きなものは、公

共下水道事業特別会計繰出金１，８８９万７，０００円となっております。これは増となってお

ります。減の主なものでございますが、町営住宅建設改良事業、一番下段の方に書いております

けども、５，３２９万円が減となっております。

消防費でございます。４，５０３万１，０００円の決算で、昨年比１，３９３万８，０００円、

４４．８％の増となっております。これの主なものは、災害対策事業ということで災害支援費用

等の増によるものでございまして、１，０９０万５，０００円が主なものでございます。

続きまして、教育費でございます。７億９，１７５万３，０００円、３億２，６０９万２，０

００円の減となっております。２９．２％の減でございます。上段の方に改修の関係を書いてお

りますが、これが主なものでございまして、西伯小学校教育棟改修事業３億７７８万３，０００

円、これは増になっております。西伯小学校の体育館改修が５，５０７万３，０００円、これも

増になっております。西伯小学校の昇降口棟ほか備品整備ということで、ここからは減額となり

ますが、７５９万５，０００円の減額。それから、会見小学校プール改築事業、これが１億６４

９万１，０００円の減となっております。西伯小学校体育館耐震補強事業でございます、７，３

８５万９，０００円。西伯小学校昇降口棟改修事業２億５，２１５万２，０００円の減。西伯小

学校管理棟大規模改修事業１億４，３２２万２，０００円、これも減でございます。小学校太陽

光発電装置整備事業４，１７２万７，０００円も減でございます。小学校デジタルテレビ電子黒

板整備事業１，３０２万６，０００円の減です。西伯小学校パソコン整備事業１，６５３万８，

０００円の減となっております。これらのものに今説明しました減となったものは、２１年度に

完成しておりますので、２２年と比較すると減額となるというものでございます。学校関係の改

修費の減によるというものでございます。

続きまして、６ページに移ります。災害復旧費でございますが、２３６万２，０００円、６３

２万５，０００円の減、７２．８％の減でございますが、これは災害復旧の関係で減となってお

るものでございます。
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公債費でございますが、１１億１，４８５万９，０００円、１，８５８万９，０００円、１．

７％の増となっております。合併特例債８，６２２万６，０００円が増となっておりますが、辺

地対策事業債は２，７９１万円の減となっております。臨時財政対策債は１，７０９万２，００

０円の増となっております。

歳出合計７２億４，４２３万１，０００円、前年対比で４億１８２万５，０００円、５．９％

の増ということでございます。

下段の方に表をつけておりますが、庁舎関係の関係がございますので総務費が大幅に伸びたと、

それから、衛生費も伸びたと。その反面、教育費については縮小になったというものが読み取っ

ていただけると思います。

続きまして、７ページに移ります。今度は歳出を性質別に分けております。義務的経費と投資

的経費ということで分けており、それと、その他の経費ということで分けております。

まず、義務的経費の部分でございますが、人件費１１億３，４６７万４，０００円、昨年と比

較しますと９，１５２万２，０００円の減、７．５％の減ということでございます。これは職員

数の減ということが主なものでございます。

扶助費でございますが、６億１，８８３万６，０００円、１億８５３万１，０００円、２１．

３％の増ということになります。先ほど言いましたように、主なものは子ども手当と児童手当の

差というものでございます。

公債費の関係でございます。１１億１，５４７万６，０００円、１，８４８万１，０００円、

１．７％の増となっております。地方債償還元金の増が２，６１３万６，０００円、地方債の償

還利子が７５３万９，０００円の減となっております。主なものでございます。

それで、義務的経費の合計が２８億６，８９８万６，０００円、昨年比較で３，５４９万円の

増というものでございます。

投資的経費でございます。普通建設事業費でございますが、１２億４，６０２万９，０００円

の決算をしております。前年比較で２，２３２万６，０００円、１．８％の減となっております。

これは、先ほど小学校の方の部分で申しましたような、学校の工事関係が減となっておるものが

主なものでございます。

８ページに移ります。その他の経費ということでまとめております。物件費でございますが、

８億７，０７９万８，０００円の決算としております。昨年比で９，４４３万７，０００円、１

２．２％の増ということでございます。主なものでございますが、インフルエンザワクチン接種

事業５６５万９，０００円の増となっております。また、図書館備品が１，６３９万２，０００
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円、有害鳥獣駆除事業ということで４９６万８，０００円、それから、除雪機の借り上げ料とい

うことで１，２８１万９，０００円が主な増のものでございます。減の方が、西伯小学校の備品

の関係が７５９万５，０００円、小学校の理科教育設備整備事業、中学校の理科教育設備整備事

業、これが１５９万２，０００円、１０７万９，０００円と減額となっております。それから、

下の方になりますけども、町歌⋞なんぶ音頭制作費３４７万５，０００円等が減額の主なもので

ございます。

維持補修費でございます。１，９０３万５，０００円、２，７１１万３，０００円、５８．８

％の減となっております。これはケーブルテレビの施設管理２３６万５，０００円の減、それか

ら、道路維持事業１，４１１万４，０００円の減、これが主なものでございます。

補助費等でございます。１４億３，４３２万９，０００円、２億７，７２３万６，０００円、

２４％の増となっております。これの増の主なものは、病院への補助金３億８２８万円、それか

ら、介護保険対策事業ということで１，４５４万７，０００円、災害対策事業ということで７２

３万９，０００円、上水道事業補助ということで７７８万７，０００円、西部広域行政管理組合

負担金５１１万１，０００円が増の主なものでございます。逆に減となったものは、定額給付金

事業２，４１０万７，０００円でございます。塵芥処理費でございますが、５，２５３万２，０

００円の減となっております。償還金、税務関係の償還金でございます、５９９万１，０００円

の減となっております。これが主な内容でございます。

９ページに移ります。積立金でございます。１億８，７８８万９，０００円、５，２１０万２，

０００円、３８．４％の増となっております。減債基金１億６，４７４万７，０００円を積んで

おります。減は財政調整基金積み立て、これが９，０２８万２，０００円、それから、公共施設

整備基金積み立てが２，８６８万円の減となっております。これが主なものでございます。

投資及び出資貸付金でございます。９７３万１，０００円の決算で、昨年比で２，２０３万８，

０００円、６９．４％の減となっております。これは鳥獣被害防止対策事業１，５１８万２，０

００円、商工振興費事務費６８９万９，０００円の減が主なものでございます。

繰出金でございます。６億５０７万１，０００円、昨年比で２，０３６万１，０００円、３．

５％の増となっております。主なものは、公共下水道事業特別会計繰出金１，８８９万７，００

０円、国民健康保険事業特別会計繰出金２８１万９，０００円。減の方でございますが、農業集

落排水事業特別会計繰出金５６５万５，０００円の減というのが主なものでございます。

歳出合計は、先ほど申しました７２億４，４２３万１，０００円、４億１８２万５，０００円

の増ということでございます。
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下の方にこれも表をつけております。人件費の方が下がっております。普通建設費と人件費が

下がっておりますが、扶助費と補助費がふえたということが見てとれると思います。

続きまして、１０ページに移ります。基金の状況ということでございます。上２つの方がちょ

っと関係すると思いますので、それを中心に説明をさせていただきますが、財政調整基金でござ

います。２１年度末に５億８，６５１万６，００６円ございました。平成２２年度は１６２万３，

８３２円の積み立てを行っておりまして、末が５億８，８１３万９，８３８円となっております。

１つおりますが、減債基金でございます。７億３，４１９万６，０７０円ございました。これ

を２２年度積み立てが１億６，８８６万９，００８円積み立てております。年度末が９億３０６

万５，０７８円となっております。

その他特定目的基金等ございますが、これは省略をさせていただいて、下段の方に総合計とい

うことがございます。２８億４，１５９万２，５７４円の２１年度末が、２２年度で積み立てを

１億８，８５４万６，０２０円、取り崩しを３，４０９万９，７５０円行いまして、２９億９，

６０３万８，８４４円が２２年度末の現在高になっております。

下段の方に移ります。地方債の状況ということでございます。内容は記載のとおりでございま

す。合計のところを説明をさせていただきます。２１年度末の額が８５億５，３３５万８，１７

７円でございました。２２年度に発行した額が８億７，０６０万円でございます。２２年度の償

還が元金のところで９億９，９８５万４，０２４円となっております。一番右の端になりますけ

ども、現在高が８４億２，４１０万４，１５３円となっております。ちょっと見にくいんですけ

ども、とめてあって、一番下のところに特別会計等の状況の集計をしておるところでございます。

１１ページの方に移ります。財政指標の推移ということでございます。まず、標準財政規模で

ございますが、これは自治体が標準的な行政活動を行う上で必要となる一般財源の額で、その自

治体の標準的な税収入額に普通交付税、臨時財政対策債発行可能額を加えた額で算出されるもの

でございます。２２年度は４６億６，６２２万７，０００円となっております。次の表になりま

すが、臨時財政対策債発行可能額が一番右のところになります。２２年度は４億１，４５０万６，

０００円、普通交付税が３１億１，９９６万６，０００円、譲与税⋞交付金９，７９９万円、標

準税収入額が１０億３，３７６万５，０００円となっております。

次に、財政力指数でございます。各自治体の財政上の能力を示す指数で、基準財政収入額を基

準財政需要額で割って算出されます。この指数が１に近いほど財政的に自主財源が富んでるとい

えるものでございます。２２年度０．２７となっております。

次、１２ページに移ります。地方交付税の関係でございます。自治体間の財源の不均衡を是正
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し、標準的な水準の業務を行うために必要な一般財源を保障するため国から交付されるもので、

普通交付税と特別交付税の２種類があるものでございます。これも右の方に上げております。２

２年度で３１億１，９９６万６，０００円となっております。下段の方に一本算定のところがご

ざいます。２６億４，８９６万６，０００円が一本算定の額になりますので、その相差の部分を

行政改革で取り組むということにしておるところでございます。下段の方に特別交付税を書いて

おりますけども、４億８０万６，０００円。地方交付税の総額は、３９億３，５２７万８，００

０円が合計額でございます。

１３ページに移ります。経常収支比率でございます。地方税や地方交付税のように毎年度経常

的に収入される財源が、人件費や扶助費、公債費などの経常的に支出される経費にどの程度充て

られているかを示す指標で、この比率が高いほど財政運営は硬直化したものといえます。２２年

度が８４．５となっております。若干の改善が見られております。

続きまして、公債費比率でございます。公債費に充当された一般財源の標準財政規模に対する

割合。この数値が高いほど、財政構造の硬直性の高まりを示すものでございます。一般的に、財

政運営上１０％を超えないことが望ましいとされている数字でございます。２２年度は１３．８

に改善が図られております。

起債制限比率、これは３カ年平均で求めるものでございますが、交付税により措置された額を

除いて、一般財源に占める公債費の割合を示すものでございます。この指標は地方債の許可制限

を判断するもとになり、過去３年間の比率の平均が２０％を超えると一定の地方債の発行が制限

されることとなるものでございます。２２年度は１１．５、０．２ほど改善がなされたものでご

ざいます。

１４ページに移ります。実質公債費比率、これも３カ年平均になります。これは報告のところ

で申しました内容でございます。２２年度は１６．２となっております。（発言する者あり）実

質公債費比率でございますが、１６．２となっております。

地方債の現在高の推移ということで、残高でございますが先ほども申しましたように、８４億

４，６１６万５，０００円の残高となっておるものでございます。

１５ページに移ります。９番目の公的資金の繰り上げ償還及び借りかえによる効果額というこ

とでしておりますが、平成２２年度は行っておりません。昨年同様の１億５，１５９万６，７７

２円の効果額があったということでございます。

１０番目は、公共施設利用状況の一覧をつけておりますので、御確認をいただきたいと思いま

す。
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以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 町民生活課長、加藤晃君。

○町民生活課長（加藤 晃君） 町民生活課長でございます。議案第５３号について御説明いた

します。議案第５３号、平成２２年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書の方をお開きください。１２５ページをお開きください。実質収支に関する調書でござ

います。平成２２年度の国民健康保険事業特別会計は、歳入総額１３億３，３７１万９，０２２

円、歳出総額１３億２，８７３万７，８１６円、歳入歳出差し引き額４９８万１，２０６円、実

質収支も同額の４９８万１，２０６円でございます。

事項別明細に沿って御説明いたしますので、１１３ページにお返りください。まず、歳出の方

から御説明いたします。１款総務費でございますが、１，３２５万７，８８２円の支出済みでご

ざいます。これはレセプト点検や徴税に係るものでございます。

２款保険給付費について、９億３，７９５万７，３２７円の支出済みでございます。前年と比

較いたしますと９，３８７万９，１７１円、率にいたしまして１１．１％の増でございます。原

因といたしまして、療養給付費について一般被保険者、入院外来ともに伸びておりまして、また、

退職被保険者についても入院費の伸びが特に大きかったものでございます。

１１５ページの高額療養費についてでございますが、これも大きく伸びておりまして、特に退

職者についての大きな伸びがあっております。

１１７ページをお開きください。３款後期高齢者支援金でございます。支出済み額は１億２，

６０１万３，１７６円で、前年度に対しまして６．９％の減でございます。これは後期高齢者医

療の一部分を各保険制度で負担しておりまして、連合会への負担金として支払ったものでござい

ます。

４款の老人保健拠出金でございます。支出済み額は９，５４０円で、前年度比較９９．９％の

減でございます。これは制度が平成２０年度をもって廃止となっておりまして、その精算業務の

みとなっておるためにこのような大幅な減額になったものでございます。

５款介護納付金でございます。支出済み額は５，５８２万９，９０４円で、前年度比較２．５

％の増でございます。

６款共同事業拠出金でございます。支出済み額は１億４，４６６万５，７２８円で、前年度比
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較９．８％の増でございます。これも医療費の増加により、拠出金も増加となったものでござい

ます。

１１９ページをお開きください。７款保健事業費でございます。支出済み額は２，１４１万８，

３８７円でございます。前年度比較２７．９％の減でございますが、この主な減少の原因は、健

康管理施設の人件費について１名減となっておりますので、それによるものでございます。

１２１ページをお開きください。８款諸支出金でございます。支出済み額は２，９３６万８，

９４８円で、前年度比較１３．２％の増でございます。これは前年度の負担金額が確定によりま

して、その償還金がふえたということと、西伯病院の実施いたします保健事業の繰出金が減にな

ったものでございます。

９款の前期高齢者納付金でございます。支出済み額は２１万６，９２４円で、前年度比較４３．

６％の減でございます。この制度は各保険者に係ります前期高齢者の数の不均衡を調節するもの

でございます。

１０款の予備費については、支出はございません。

以上、歳出合計１３億２，８７３万７，８１６円の支出でございます。

歳入の方を御説明いたしますので、１０３ページの方にお返りください。１款国民健康保険税

でございます。一般と退職合わせまして、調定額２億７，５７２万８，９５５円に対しまして、

収入済み額２億１，１８５万４，２４５円。不納欠損といたしまして１８５万８，５００円を行

っておりまして、差し引き６，２０１万６，２１０円が収入未済額であります。現年分の一般と

退職の税額を合わせました現年分の徴収率は９２．３％でございました。

２款の使用料及び手数料は督促手数料でありますので、省略いたします。

３款の国庫支出金から７款の共同事業交付金までは、これは定められた算式により交付された

ものでございますので、調定額と同額の歳入処理を行っておりますので、省略させていただきま

す。

１０７ページの８款財産収入でございます。５０万８，０８２円でございますが、これは国民

健康保険基金の預金利息でございます。

１０９ページの１０款繰入金でございますが、収入済み額９，１５５万２，２００円でござい

まして、このうち一般会計から６，０５５万２，２００円行っております。この内容といたしま

しては、出産育児一時金、義務費繰入金、基盤安定繰入金、財政安定支援繰入金でございます。

このほか基金から繰り入れを３，１００万行ってるところでございます。

１２款諸収入８１６万５，３９５円の収入済み額でございますが、この主なものは第三者行為
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の納付金と、老人保健医療費拠出金の精算により還付金が生じたものですので、これを入れたも

のでございます。

以上、歳入合計といたしまして、調定額１３億９，７５９万３，７３２円、収入済み額１３億

３，３７１万９，０２２円、不納欠損を１８５万８，５００円行いましたので、収入未済額は６，

２０１万６，２１０円でございます。

以上、御審議の方、よろしくお願いいたします。

続きまして、議案第５４号、平成２２年度南部町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定につい

てでございます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町老人保健特別会計歳入歳出決

算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書の１３６ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額２１

万３，０７０円、歳出総額１８万９，０３８円、歳入歳出差し引き額２万４，０３２円で、実質

収支額も同額でございます。

事項別明細により説明を申し上げます。まず、歳出の方から御説明を申し上げます。１枚戻っ

てもらいまして１３４ページをお開きください。説明を申し上げます前に先ほど申しましたが、

この老人保健制度は平成２０年３月末に廃止となりましたために、現在では医療給付の過年度請

求の精算業務を行っております。そのために歳入歳出大幅に減っておりまして、先ほど申したよ

うな金額になってるということを先に申し上げておきます。まず、歳出の方でございますが、１

款の医療諸費について歳出はございませんでした。

２款の諸支出金１８万９，０３８円でございます。これは老人医療費に係ります交付金や負担

金の精算分でございまして、支払い基金と、国、県に償還したものでございます。

このほか支出はございませんので、省略いたします。

歳出合計は、１８万９，０３８円でございました。

次に、歳入について御説明いたします。１３０ページの方をお開きください。これも１款から

４款までは歳入がございませんので、省略いたします。

５款繰越金２０万５，９５１円ですが、これは前年度の繰越金でございます。

６款諸収入７，１１９円ですが、これは医療費の過誤調整分として国保連合会から直接に返納

されたものでございます。

以上、歳入合計は、調定額２１万３，０７０円、収入済み額も同額の２１万３，０７０円でご

ざいました。
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以上、御審議方、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 教育次長、中前三紀夫君。

○教育次長（中前三紀夫君） 教育次長でございます。議案第５５号について御説明申し上げます。

議案第５５号、平成２２年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

そうしますと、決算書の１４７ページをごらんをいただきたいというふうに思います。実質収

支に関する調書ということでございますが、歳入総額９１６万４，２５５円、歳出総額同額の９

１６万４，２５５円、歳入歳出差し引き額はゼロでございます。したがいまして、実質収支額に

つきましても同様でございます。

次に、１４５ページをお開きをいただきます。歳出について御説明申し上げます。まず、総務

費の一般管理費でございますが、これは事務費でございます。決算額につきましては、支出済み

額５万７，０３１円でございます。

次に、２款公債費、これが１目の住宅新築資金貸付金の償還金が決算額５３４万２，５４０円。

改修資金につきましては、１６７万１，２２６円。

宅地取得資金の償還金につきましては、決算額２０９万３，４５８円。

予備費については、支出はございません。

歳出合計９１６万４，２５５円でございます。

次に、１４１ページをごらんをいただきたいというふうに思います。歳入について御説明申し

上げます。まず、１款県の支出金ですが、これは助成事業費県補助金ということで県の方からこ

の住宅資金に係ります償還金、それと事務費の一部について補助を受けているものでございます

が、これの収入済み額が９４万２，０００円。

それと、繰入金、これは一般会計からの繰入金でございますが、１６８万４，１６９円。

それから、繰越金でございますが、これはございません。

次に、諸収入として貸付金の元利収入でございます。住宅資金につきましては、２５９万１，

１５８円。これは、いや、済みません、現年度分でございます。過年度分等につきましては、１

０３万４，８６２円。

改修資金につきましては、現年度分１０５万５，８１６円。過年度分につきましては、１３万

４，０００円。

それと、宅地取得資金でございます。現年度分の収入済み額につきましては、１１１万７，７
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０４円。過年度分につきましては、６０万４，５４６円ということになってございます。

歳入の合計は、９１６万４，２５５円でございます。

以上、よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。

○議長（足立 喜義君） ここで休憩をいたします。再開は２時２０分です。

午後２時０２分休憩

午後２時２０分再開

○議長（足立 喜義君） 再開します。

議案５６号から。

上下水道課長、真壁紹範君。

○上下水道課長（真壁 紹範君） 上下水道課長です。議案第５６号、平成２２年度南部町農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

では、決算書の１４９ページをお開きいただきたいと思います。平成２２年度南部町農業集落

排水事業特別会計の歳入歳出決算の歳入の方でございますが……。（発言する者あり）１６７ペ

ージを先に説明させていただきます。（発言する者あり）

１５８ページを説明させていただきます。歳入総額が２億３，０８８万９，９７３円に対しま

して、歳出総額が２億２，９７２万７，８６９円、歳入歳出差し引き１１６万２，１０４円とい

うことでございます。翌年度へ繰り越すべき財源として４１万９，８００円ございまして、実質

収支額は７４万２，３０４円ということになっております。

かわりまして１４９ページを開いていただきたいと思います。歳入でございますけれども、調

定額、歳入の調定額でございますが、全体が２億３，８４２万５，８８５円に対しまして、収入

済み額が２億３，０８８万９，９７３円になっております。内訳でございますが、１の分担金及

び負担金ですが、分担金については過年度の分担金の収入でございます。２３万５，１４３円の

収入済み額で、３６２万２８０円の収入未済額になります。これは平成２２年末で２２件分でご

ざいます。負担金は、新規の加入金ということで３５万円、１件分でございます。

使用料につきましては、６，９３８万２，２３４円。未済額が３９１万５，６３２円というこ

とで６８件、２２年度末でございます。

繰入金は、一般会計からの繰入金で１億７３４万５，０００円。
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繰越金は、２１年度繰越金で１５５万９，１１６円でございます。

町債は、資本費平準化債で５，２００万円でございます。

続きまして、歳出につきましては、明細が載っております１５７ページの方で説明をさせてい

ただきたいと思います。１５７ページを開いていただきたいと思います。また、決算説明書につ

きましては、後ほど、また説明をさせていただきたいと思います。

歳出の事項ですが、総務管理費の一般管理費につきましては、給料等でございまして、給料に

つきましては職員２名分となっております。あと、公課費は、これは消費税、支払い消費税でご

ざいます２７８万７，８００円となっております。

維持管理費につきましては、農集施設の維持管理費となっておりまして、需用費の主なものは

消耗品費が４５万２，８９９円、燃料費７万８，０６２円、電気、水道代がこれは１，０６９万

６６０円となっております、内訳でございます。役務費につきましては、電話料等でございます。

委託料は、施設管理委託料となっています。公課費は、自動車重量税でございます。

公債費につきましては、起債の元金償還金と利子でございます。

以上、合わせまして歳出は、２億２，９７２万７，８６９円というふうになっております。

決算説明事業報告書の６０７ページから農業集落排水事業特別会計の事業別の説明を記載して

おります。これについてはよろしいですか……。（発言する者あり）では、委員会の方で説明さ

せていただきます。

○議長（足立 喜義君） 建設課長、頼田泰史君。

○建設課長（頼田 泰史君） 議案第５７号について説明をさせていただきます。議案第５７号、

平成２２年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町建設残土処分事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定をお願いするものでございます。

決算書の１６７ページをお開きください。実質収支に関する調書です。平成２２年度の建設残

土処分事業特別会計の歳入総額は２２万３，０９６円で、歳出総額も２２万３，０９６円で、差

し引き額がゼロ。したがいまして、実質収支の額もゼロでございます。

続きまして、１ページ戻っていただいて、１６５ページで歳出について説明をさせていただき

ます。一般管理費の委託料です。支出済み額が９万９，７５０円。これは場内の草刈り作業を委

託したものでございます。

２の建設残土処分場の基金等積立金になります。金額が１２万３，３４６円。

歳出合計が２２万３，０９６円でございます。

－３７－



１６３ページに戻っていただきまして、歳入でございます。前年度繰越金はございません。

２、繰入金ですけども、収入済み額が９万９，７５０円でございます。

それから、３の財産収入が利子及び配当金ということで、１２万３，３４６円でございます。

歳入合計が２２万３，０９６円です。

基金の現在残高ですけども、その１２万３，３４６円から９万９，７５０円を引いた２万３，

５９６円が増額となり、２２年度末が６，１３６万８９７円。決算資料、先ほどのＡ３の大きな

分ですけども、あれの１０ページのところに記載してありますとおりでございます。

以上、御審議よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 上下水道課長、真壁紹範君。

○上下水道課長（真壁 紹範君） 上下水道課長です。議案第５８号、平成２２年度南部町浄化槽

整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

では、決算書の１８０ページをお開きいただきたいと思います。浄化槽整備事業特別会計歳入

総額ですが、４，１１３万５，４１４円に対しまして、歳出総額３，９７５万９，７７０円、歳

入歳出差し引き額が１３７万５，６４４円でございます。実質収支額１３７万５，６４４円とな

っております。

続きまして、歳入の方から説明させていただきます。１６９ページをお開きいただきたいと思

います。まず、全体の収入ですが収入予定額、調定額４，２７０万４，７８７円に対しまして、

収入済み額が４，１１３万５，４１４円となっておりまして、その内訳は、分担金３３２万５，

０００円ですが、これは９件の新たに浄化槽の整備がございましたので、この分担金収入になっ

ております。収入未済額は、過年度分と合わせまして４件分になります、７１万円。

続きまして、使用料につきましては、使用料１，７１９万９，３７３円ということですが、現

年度分が１，６９３万２，４３６円、過年度分が２６万６，９３７円となっておりまして、８５

万９，３７３円収入未済額となっておりまして、これは２１件分となっております。手数料は督

促手数料でございます。

国庫支出金は、国庫補助金７３４万２，０００円、２０件分、平成２２年度に２０件分の補助

金を収入で入っております。

繰入金は、一般会計からの繰入金で９９０万円でございます。

繰越金は、２１年度繰越金で２３９万９，５５８円。
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諸収入は、消費税の還付金が２６万７６３円となっております。

町債は、建設事業に伴います起債でございまして、７０万円となっております。

続きまして、歳出の説明ですが、１７７ページをお開きいただきたいと思います。一般管理費

は、需用費、これは消耗品等でございます。電気代が一番高くて３６万９，０５７円となってお

ります。修繕料等がございます。役務費が電話等、それから、法定の検査料がこの中に含まれて

おりまして、これは浄化槽の法定検査でございます、２４１万６，２４０円となっております。

委託料は保守点検委託料でございます。

浄化槽の建設費につきましては、先ほど申し上げましたように工事請負費で９件分でございま

す。１，１５２万５，８５０円となっております。

小規模集合施設管理費につきましては、需用費、光熱費、それから、役務費については、これ

は法定検査料でございます。委託料については管理委託料でございます。

公債費については、起債償還の元金が３８６万５，１０１円となっておりまして、利子が５１

６万７，０２３円となっております。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 続けて。

○上下水道課長（真壁 紹範君） 続きまして、議案第５９号、平成２２年度南部町公共下水道事

業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書の１９３ページをお開きいただきたいと思います。公共下水道事業特別会計の実質収支

に関する調書でございます。歳入総額が２億１，９０９万２８７円、歳出総額が２億１，８９５

万５，１５３円となっております。歳入歳出差し引き額が１３万５，１３４円、実質収支額１３

万５，１３４円となっております。

続きまして、歳入から説明をさせていただきたいと思います。１８２ページでございます。調

定額全体に歳入見込み額ですが、２億３，３１８万１，８８３円に対しまして、収入済み額が２

億１，９０９万２８７円となっております。

分担金が２０４万円でございます。負担金が４，４７０万６８６円となっております。この２

０４万円につきましては、分担金の過年度分の歳入額でございます。収入未済額が１，１６５万

３，４２１円になりますけれども、２２年度末の件数が７１件となっております。４，４７０万

６８６円につきましては、平成２２年度に汚泥コンポスト施設の大規模改修事業を行いましたの
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で、日吉津、大山町からの負担金になっております。

使用料につきましては、５，３８４万３，４７６円で、収入未済額２４３万８，１７５円にな

っておりますけども、公共下水道の２２年度末のこの２４３万８，１７５円の内訳は、４５件分

となっております。手数料は、督促手数料でございます。

一般会計繰入金につきましては、９，０８９万７，０００円となっております。

２１年度繰越金は、１５２万１，９７５円。

諸収入につきましては、９６万６，３５０円は、コンポストの肥料の売上高でございます。

町債につきましては、資本費平準化債が２，５１０万円起債しております。

収入済み額が２億１，９０９万２８７円となっております。

続きまして、歳出について説明をさせていただきます。１９０ページをお開きください。まず、

一般管理費でございますけれども、職員の給料１名分を計上しております。需用費につきまして

は、印刷等、納付書等の印刷代でございます。役務費については、郵送料等でございます。負担

金は、下水道協会等の負担金でございます。公課費は、消費税２９５万５，９００円、消費税の

支払いをしております。

維持管理費につきましては、需用費１，１０５万８，５３７円ですけれども、内訳は大きなも

のが燃料費２９万３，０２１円、光熱水費が６４４万８，３３５円、修繕費が３４７万６，１３

０円等になっております。役務費については、電話代等でございまして、３２万９，４４３円等

でございます。あと、保険料でございます。委託費は、保守点検委託料と施設管理委託料でござ

います。施設管理委託料住重に委託しているものですが、１，４７２万５，９３４円となってお

ります。

汚泥処理費ですが、これはコンポスト施設の維持管理費でございますが、需用費につきまして

は、消耗品が４３５万５，２１５円、光熱水費が３０６万２，２０５円等となっております。役

務費につきましては、主なものは点検手数料等点検代です。１７万７，４５０円となっておりま

す。委託料につきましては、施設の管理委託料が５９８万５，０００円等となっております。工

事請負費ですが、５，２０３万９，０５０円につきましては、平成２２年度、先ほど申し上げま

したように大規模な施設改修を行いましたので、その費用でございます。公課費は、自動車重量

税でございます。

公債費は、起債の元金償還が７，８２３万９，３０２円となっております。

利子の方が、３，３６９万２，０３４円となっております。

以上、歳出の総額が２億１，８９５万５，１５３円でございます。
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以上、御審議よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 健康福祉課長、伊藤真君。

○健康福祉課長（伊藤 真君） 健康福祉課長でございます。議案第６０号について御説明をい

たします。議案第６０号、平成２２年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町介護サービス事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

この会計でございますけれども、これはゆうらくの建てかえ事業に係る起債の元利償還事業で

ございます。

決算書の方に移ります。２０２ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。

平成２２年度南部町介護サービス事業特別会計の歳入と歳出の総額は、同額の３，１５１万７，

３１８円でございます。差し引き額及び実質収支額は、ともにゼロ円となっております。

それでは、事項別明細書で御説明をいたします。２００ページに戻っていただきたいと思いま

す。歳出でございます。１款公債費、支出済み額３，１５１万７，３１８円、不用額６８２円で

す。内訳は、元金２，７７５万３，３８９円、利子３７６万３，９２９円で、記載のとおりでご

ざいます。

１枚戻って、１９８ページをお願いします。歳入でございます。１款寄附金、収入済み額は調

定額と同額の３，１５１万７，３１８円でございます。歳出額と同額を寄附金として受け入れた

ものでございます。

以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 町民生活課長、加藤晃君。

○町民生活課長（加藤 晃君） 町民生活課長でございます。議案第６１号、平成２２年度南部

町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決

算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

まず、決算書２１１ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額

３３０万７，４３８円、歳出総額も同額の３３０万７，４３８円でございまして、歳入歳出差し

引き額、実質収支額につきましてはゼロ円でございます。

事項別明細書により御説明いたしますので、２０９ページの方までお戻りください。１款総務

費でございます。７６万６８円の支出済みでございます。これは西伯墓苑に係ります維持管理費
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でございます。

２款公債費でございます。１５９万６，９７０円の支出済みでございます。これは平成１２年

鳥取西部地震のときに借りた起債の償還に係るものでございます。

３款諸支出金でございます。９５万４００円の支出済みでございます。これは未使用墓地の返

還に伴いましてお金を返すものでございます。４区画分でございます。

予備費については、支出はございません。

以上、歳出合計は３３０万７，４３８円でございました。

次に、２０７ページの方にお戻りください。歳入について御説明いたします。１款使用料及び

手数料、１７８万８，９４０円の収入済みでございます。１目の使用料でございますが、１０２

万５，０００円でございますが、これは返還された墓地を新たに貸しつけた使用料でございまし

て、４区画分でございます。

２目の手数料ですが、収入済み額７６万３，９４０円は、西伯墓苑の管理料３４１区画分でご

ざいまして滞納はございません。

２款の繰入金でございますが、収入済み額１５１万８，４９８円は、起債償還に係る部分を一

般会計から繰り入れたものでございます。

３款繰越金については、ございません。

以上、歳入総額は、調定額、歳入済み額同額で、３３０万７，４３８円でございます。

以上、議審議よろしくお願いいたします。

続きまして、議案第６２号、平成２２年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

２２２ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額１億１，２３

３万８，５９９円、歳出総額１億１，２２２万７７９円、歳入歳出差し引き額１１万７，８２０

円で、実質収支も同額でございます。

事項別明細により説明を申し上げます。２２０ページをお開きください。歳出でございますが、

１款総務費でございます。支出済み額１３０万８，０９３円で、これは徴収費など事務費でござ

います。

２款の分担金及び負担金でございますが、支出済み額１億１，０８３万８，１８６円で、これ

は広域連合への分賦金でございまして、内容としては個人からの保険料と共同事務に係る経費部
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分でございます。

３款諸支出金でございます。支出済み額７万４，５００円で、過年度分の過誤納保険料の還付

金でございます。

４款の予備費については、支出はございません。

以上、歳出合計は、支出済み額１億１，２２２万７７９円でございます。

続きまして、２１６ページの歳入について御説明いたします。１款後期高齢者医療保険料でご

ざいます。調定額７，４７６万５，０００円、収入済み額７，４９４万１，５００円で、収入未

済額は１７万６，５００円のマイナスでございます。収入済み額の内訳でございますけども、還

付未済額が１８万４，６００円、収入未済額が８，１００円でございます。その差し引きが１７

万６，５００円となります。

２款使用料及び手数料は、調定額７，８４０円で、収入済み額も同額となります。これは督促

手数料でございます。

３款繰入金でございますが、調定額３，７２７万３，５１９円で、収入済みも同額でございま

す。これは一般会計からの繰入金でございまして、事務費と基盤安定の繰入金でございます。

４款繰越金につきましては、調定、収入済み額とも同額の３万４，３４０円で、これは前年度

繰越金でございます。

５款の諸収入でございますが、調定額、収入済み額とも同額の８万１，４００円でございまし

て、これは広域連合から被保険者に還付する保険料を受け入れたものでございます。

以上、歳入合計は、調定額１億１，２１６万２，０９９円、収入済み額１億１，２３３万８，

５９９円で、収入未済額はマイナス１７万６，５００円でございました。

以上、審議よろしく願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 上下水道課長、真壁紹範君。

○上下水道課長（真壁 紹範君） 上下水道課長です。議案第６３号、平成２２年度南部町水道事

業会計歳入歳出決算の認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２２年度南部町水道事業会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

では、水道事業会計の決算報告書をお開きいただきたいと思います。１ページでございます。

平成２２年度南部町水道事業決算報告書でございます。水道事業会計は、先ほどありましたよう

に公営企業法の適用を受けておりまして、収益的収支と資本的収支と、また内部留保資金等によ

って構成されておりまして、１ページにつきましては収益的収支の説明でございます。
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水道事業収益につきましては、決算額１億９，４９３万２，６８４円となっております。これ

は消費税が含まれた金額になっておりまして、仮受け消費税につきましては括弧書きで８５０万

１，０５３円記載しております。内訳が、営業収益が１億８，０８７万６，５１３円、営業外収

益が１，４０５万６，１７１円となっております。

支出ですが、水道事業費用、決算額１億８，７７０万１，１８７円となっておりまして、うち

仮払い消費税が２６１万２，２２４円となっております。営業費用は、１億５，２１２万２，９

５０円、営業外費用が３，５５７万８，２３７円となっておりまして、収益的収支でいいますと、

収益の決算額から費用の決算額を引きますと７２３万１，４９７円となっております。

続きまして、２ページでございますが、資本的収支の説明でございます。資本的収入、決算額

ですが１億４，１２５万５，５３２円となっております。１、企業債７，５４０万円。出資金４，

２５６万８，５３２円となっております。これは基金から２，８００万円、一般会計補助金等で

１，４５６万８，５３２円となっております。工事負担金は、１１５万６，０００円。これはメ

ーター代等の負担になっております。１３ミリが１８件、内訳が会見側が８件、西伯側が１０件、

簡水が１件となっております。国庫支出金が２，２１３万１，０００円となっております。

対しまして、支出は、資本的支出の決算額が２億６，８５７万８，６４２円となっております。

うち仮払い消費税が８１６万７，６９７円となっております。内訳は、建設改良費が１億７，１

５５万３，１８２円、この明細につきましてはページ１０から１１ページの工事の明細を記載し

ております。企業債償還金につきましては、９，６９０万２，９９６円となっております。投資

金は１２万２，４６４円で、これは利子を積み立てているものでございます。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億２，７３２万３，１１０円につきましては、平

成２２年度同意済み企業債４，４２０万円と、現年度分損益勘定留保資金８，０５４万４，３４

９円、これは減価償却費と資産減耗費を足したものでございますが、収益的収支の減価償却費と

資産減耗費を足したものでございます。これを充当いたしまして、足りないところは過年度分損

益勘定留保資金２５７万８，７６１円をもって補てんしております。

続きまして、３ページですが、これは損益計算書でございます。損益計算には消費税は含まれ

ておりません。給水収益は、１億７，００２万１，１５０円となっておりまして、内訳は上水が

１億５，８６０万４，８１３円、簡水が１，１４１万６，３３７円となっております。その他営

業収益については１６ページに記載しております。

営業費用につきましては、原水及び浄水費、それから配水及び給水費、総係費、減価償却費、

資産損耗費、その他営業費用を足しまして、１億４，９５１万１，９６１円となっております。
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営業外収益は、受取利息の配当金が４万３，１０４円、他会計補助金が１，１７４万７，４１

４円となっております。雑収益が１４万４，３０５円となっております。

営業外費用は、支払い利息及び企業債取り扱い諸費で、３，５５５万２，２８２円となってお

ります。その他雑支出といたしまして、漏水還付２万４，７２０円になっております。

この損益計算書を見ますと、７７万８，６８０円の損失を計上しております。

４ページでございますけれども、４ページにつきましては剰余金の計算書の説明でございます。

剰余金の計算書は、貸借対照表受贈財産評価額等と、この受贈財産評価額が一致するものでござ

います。資本剰余金の合計額が１０億７，４９９万７，６４４円となっております。

水道事業剰余金計算書につきましては、前年度未処分利益剰余金、これはマイナスの１億３１

４万８，９８４円になりまして、今年度、先ほどの損益計算書を見ますと７７万８，６８０円が

加算されまして、１億３９２万７，６６４円、未処分利益剰余金ということでマイナスになって

おります。

平成２２年度南部町水道事業剰余金処分計算書（案）ということで、これは同額計上しており

ます。

続きまして、６ページ、７ページにつきましては、貸借対照表ですが、先ほど申し上げました

ようにこの貸借対照表の数字と、この４ページの剰余金計算書の数字と照らし合わせていただけ

たらと思います。資産の部の合計が、固定資産の合計が２９億６，４９９万２３８円となってお

ります。固定資産の明細につきましては、２０ページに記載しております。

流動資産は、現金預金が２，５４４万９，５１３円、未収金が４，４３６万９３４円、貯蔵品

が１４２万５３０円となっておりまして、これはメーター部品等でございますけども、流動資産

の合計が７，１２３万９７７円となっておりまして、先ほどの固定資産と合わせまして資産の合

計が３０億３，６２２万１，２１５円となっております。

負債の部ですが、流動負債未払い金が７，２１７万２，２５１円となっております。

続きまして、８ページ、資本の部、自己資本金、これは積み上げ資本金でございますが、３億

８，８３８万１８３円となっております。

企業債、借入資本金です。企業債ですが、平成２２年末の企業債現在高となっておりまして、

１６億２２９万９，４９０円となっております。合わせまして１９億９，０６７万９，６７３円

が資本の合計となっております。

剰余金につきましては、先ほど４ページに説明しましたように受贈財産評価額ということで１

億６，１６７万８，８００円、国庫補助金６億７，８７１万５，２００円、工事負担金１億９，
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３７８万９，０５６円、一般会計補助金４，０３２万８，８４５円、基金利子４８万５，７４３

円を足しまして、資本剰余金の合計が１０億７，４９９万７，６４４円となっておりまして、利

益剰余金が、減債積立金が２０９万９，３１１円、建設改良積立金が２０万円となっております。

繰り越し利益剰余金年度末残高がマイナスの１億３１４万８，９８４円でございまして、年度

末、先ほど申し上げましたように損益計算書によりますマイナスが７７万８，６８０円でござい

ましたので、合わせまして１億３９２万７，６６４円となっております。この金額から先ほどの

利益剰余金を引いたものが１億１６２万８，３５３円となっております。利益剰余金の合計額が

９億７，３３６万９，２９１円。資本金の合計が２９億６，４０４万８，９６４円でございまし

て、負債資本の合計が３０億３，６２２万１，２１５円ということで、資本剰余金の合計と資産

の合計が一致するということでございます。

総括事項についてちょっと上げてます。１０ページ、１１ページにつきましては、先ほど申し

上げました建設工事の主なもの、主要の工事を記載しております。平成２２年度中の事業を実施

したものでございます。

１０ページに記載しております田住配水池築造工事、土木建築工事でございますが、６２５万

円。

継続事業で田住配水池築造工事、ＰＣ配水池本体工事で７，２６３万９，０００円、土木建築

工事１，７３６万３００円となっております。

中央監視システム整備で機器整備として６，６３５万７００円となっております。

拡張工事が法勝寺地内の水圧改善で２６万２，５００円。

東町地内水圧改善で８２万９，５００円。

御内谷地内配水管新設で７１９万６，７００円。

拡張工事で、八金地区給水管新設で２４万２，５５０円等となっております。

あとにつきましては、修繕費でございます。

続きまして、１２ページ、項につきましては、水道の１２、１３ページにつきましては水道事

業の現状を内容を記載しております。平成２２年度の給水人口等、給水件数、それから、有収水

量等記載しております。

１４ページにつきましては、事業収入支出に関する事項の説明の明細でございます。

１５ページにつきましては、企業債の概要でございます。平成２２年度末現在の企業債残高は、

１６億２２９万９，４９０円となっております。

続きまして、１６ページですが、先ほど説明させていただきました損益計算書の内訳の説明が
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この１６ページから１９ページまで記載しております。主な内容について説明をさせていただき

ます。

水道事業収益につきましては、水道使用料が１億７，００２万１，１５０円となっておりまし

て、内訳はこのようになっております。

手数料ですが、その他営業収益が１１万４，２２０円で、検査手数料は１９件、これはメータ

ー検査手数料で２，０００円掛ける１９件となっております。督促手数料は、７万６，２２０円

でございます。

受託工事収益ですが、２２４万９０円は県補償の天萬ローソン前の移転補償１３４万２４０円

と町道天萬神社線のところの移転補償８９万９，８５０円となっております。

営業外収益につきましては、受け取りが預金利息が４万３，１０４円、他会計補助金１，１７

４万７，４１４円。内訳は、こちらに書いてあるとおりでございます。簡易水道起債償還利子分

と事業分でございます。

雑収益につきましては、馬佐良配水池の清掃補償費と消費税の還付金等が入っております。

過年度損益修正益が平成２１年度分事業の消費税の精算分の還付額となっております。

収益合計が１億８，４３１万２８３円となっております。

費用につきましては、営業費用１億４，９５１万１，９６１円の内訳をこちらに記載しており

ます。主なものは委託費５６２万９，５００円の内訳でございます。修繕費、動力費、電気代、

内容に絡んでおりますけども、１，８４５万４０２円となっております。薬品費、材料費、賃借

料となっております。

続きまして、１８ページですが、配水及び給水費ですけれども、修繕料、これは配水管等の修

繕料でございますが、１，２２１万４，１７１円となっておりまして、上水関係と簡易水道関係

分けて記載しております。

委託料については、メーター交換の委託が４３１件、２，０００円掛ける４３１件でございま

す。

総係費につきましては、２，３４３万６９０円でございまして、これは職員２名分の給料等で

ございます。

それから、報償費につきましては、水道使用料納付配布手数料、１件２０円で計算しておりま

す。

あと、委託料につきましては、メーター検針委託、シルバー人材センター、１件６０円で委託

しております。
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○議長（足立 喜義君） 課長、細かいとこはまた後で……。

○上下水道課長（真壁 紹範君） よろしいですか。以上、主なところでございます。

○議長（足立 喜義君） 主なものだけ……。

○上下水道課長（真壁 紹範君） あと……（「大きいとこでいい」と呼ぶ者あり）よろしいです

ね。減価償却費（発言する者あり）はい。資産減耗費、受託工事費となっております。費用合計

が１億８，５０８万８，９６３円というふうになっております。

２０ページについては、先ほど申しました固定資産の明細書でございます。

２２ページ、２３ページにつきましては、企業債償還の明細を記載しております。

以上、御審議よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 病院事業管理者、田中耕司君。

○病院事業管理者（田中 耕司君） 病院事業管理者でございます。議案の１４ページをごらんい

ただきたいと思います。平成２２年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定についてでござい

ます。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２２年度南部町病院事業会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

別冊の平成２２年度南部町病院事業会計決算報告書をごらんいただきたいと思います。１ペー

ジ、ごらんください。１の収益的収入及び支出についてでございますが、病院事業収益について

は、医業収入と医業外収入を合わせて決算額２２億１，７９１万６，０７２円、予算額に対して

１億３，２２２万９，９２８円の減となってございます。

次に、支出でございます。病院事業費用でございますが、医業費用と医業外費用を加えまして、

決算２２億５８６万７，８５１円、予算額に対しまして１，２４２万３，１４９円の減額となっ

てございます。

次に、３の医業外収益でございますが、受け取り利息配当金、他会計補助金、患者外給食収益、

その他医業外収益を合わせまして４億２，３５３万２，１３８円となってございます。

次の４の医業外費用でございますが、支払い利息及び企業債取り扱い諸費、患者外給食食材費、

その他医業外費用を合わせまして１億１，２３２万１，５５４円となってございます。

医業外利益でございますが、３億１，１２１万５８４円となります。したがいまして、平成２

２年度の純利益は、１，１３２万８，３２１円になります。

４ページの平成２２年度の南部町病院事業剰余金処分計算書をごらんいただきたいと思います。

繰り越し利益剰余金△の１１億９，５６０万２，３８１円に、当年度剰余金１，１３２万８，３
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２１円を加えまして、当年度末処分利益剰余金は、△１１億８，４２７万４，０６０円となりま

す。

下段の平成２２年度南部町病院事業剰余金処分計算書（案）をごらんをいただきますと、案の

とおり翌年度に繰り越しさせていただきたいと考えております。

次に、５ページをごらんいただきたいと思います。平成２２年度南部町病院事業貸借対照表で

ございます。まず、資産の部でございますが、１の固定資産は有形固定資産、投資を合わせまし

て、４２億７，５８９万２，９７７円。

２の流動資産は、現金、未収金、貯蔵品を合わせまして４億７，２５９万２，５３９円。

資産合計は、４７億４，８４８万５，５１６円となります。

次に、負債の部でございますが、３の固定負債はございません。

４の流動負債は、未収金、その他流動負債、預かり金と合わせまして、９，４３３万９，１６

５円。

負債合計は、９，４３３万９，１６５円となります。

流動資産４億７，２５９万２，５３９円から流動負債９，４３３万９，１６５円を引いた３億

７，８２５万３，３７４円が、いわゆる余裕金ということになります。

次に、資本の部でございます。５の資本金は、自己資本金、繰り入れ資本金、企業債を合わせ

まして、４７億５，１８２万８，１１９円となっております。

６の剰余金ですが、（１）の資本剰余金は、補助金、他会計補助金、受贈財産評価額、その他

を合わせまして、１０億６，７１７万６，２９２円となっております。

次、７ページをごらんいただきたいと思います。（２）の利益剰余金でございますが、減債積

立金、利益積立金、当年度未処分利益剰余金を合わせまして、１１億６，４８５万８，０６０円

となり、剰余金合計は△９，７６８万１，７６８円、資本合計は４６億５，４１４万６，３５１

円、負債資本金の合計は４７億４，８４８万５，５１６円となります。

８ページからでございますが、平成２２年度南部町病院事業報告書となっておりまして、今御

説明させていただきました事項の明細が記入してございます。２２年度の運営として総括に詳細

に書いてございますので、ここを読ませていただきまして決算の御説明とさせていただきたいと

思います。

総括事項。平成２２年度の病院事業は、平成２１年３月に策定した「病院改革プラン」（計画

期間は平成２１年度から２３年度）の中間年度として、また平成２２年３月に策定の経営健全計

画の初年度として以下の５点を中心に経営改善に取り組んだということでございます。
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１、内部留保資金の減少による体力低下を補強する必要から１億９，４９０万円の出資と、新

たに企業債償還利子補てん分として一般会計繰出金４，３３７万円の増額により経営体質の安定

を図りました。

２、重点課題である医師確保においては、病気休暇からの復職医師１名と新規採用医師３名

（小児科医師１名、精神科医師１名、内科医師１名）の増員によって病院の施設基準の確保と医

療体制の強化を図りました。

３、急性期患者の受け入れと病床単価アップを目的に一般病床を４２床から４９床へ増床、療

養病床は５７床から５０床へ減少させ、急性期患者のベッドコントロールに余裕を持たせる取り

組みを行いました。

４、平成２０年度以降医師不足で休診中であった小児科も、医師の招聘により再開でき、地域

医療を支える中核病院の使命として、次世代を担う子供たちの検診や予防接種など保健医療サー

ビスにも積極的に取り組んでまいりました。

５、看護師等医療スタッフの離職防止と安定確保を目的に病院内に保育園を建設し、平成２３

年４月に開園をさせました。

このような取り組みの結果、平成２２年度の経営実績は、延べ入院患者数は６万６，４６０人、

前年比２，５１９人、３．９％の増、延べ外来患者数は６万８，２４７人、前年比１，３２６名、

２．０％の増と経営実績は大きく改善されました。入院患者数の内訳では、内科医が１０月から

６名体制になったこともあり、内科は前年比延べ１，７５４人、９．３％の増、１名体制が続き

ます整形外科は医師の奮闘によりまして同じく延べ３０１人、１４．２％の増、介護療養では医

療依存度（酸素、インスリン、吸たん等）が高く、施設入所が困難な方の増加から９４７人、１

５．４％と増加いたしました。一方、外来患者数では、午後診療が充実した内科では前年比２６

４人、１．２％の増、個別運動機能療法に重点を置いた整形外科では４７１人、３．３％の増、

医師が充実した精神科も５７５人、４．０％の増、在宅生活を支援する通所リハビリは１日当た

りの予約枠を２名増加させ２３人としたことで３４４人、８．５％の増など、多くの科で前年以

上の実績を上げ、延べ外来患者数は新病院になった平成１８年度以降最多数となりました。

以上のことから、病院事業収益は２２億１，７９１万６，０００円で、入院、外来患者数の増

加に伴って医業収益が増加したこととあわせ、交付税の伸びや町からの利子補助等により前年比

２億１，２７４万４，０００円、９．６％の増加となりました。これに対して、病院事業費用は

２２億５８６万８，０００円で、前年比４，１２７万７，０００円、１．９％増にとどまりまし

た。医師の増により給与、患者の増に伴い材料費や経費が増加しましたが、新築されてから５年
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経過したことで医療機器の減価償却費が減少したこと、経営安定化に伴い支払い利息が生じなか

ったこと、契約の見直しと経費削減効果により微増したことにとどまりました。この結果、当年

度純利益は１，１３２万８，０００円となり、新病院になって以来続いた赤字から念願の黒字に

転換したところでございます。

以上、審議、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 続けてください。

○病院事業管理者（田中 耕司君） 続きまして、議案書１５ページでございます。議案第６５号、

平成２２年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２２年度南部町在宅生活支援事業会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

別冊をごらんいただきたいと思います。別冊、平成２２年度南部町在宅生活支援事業会計決算

報告書でございます。まず、１ページをごらんいただきたいと思います。１の収益的収入及び支

出についてでございますが、在宅生活支援事業収益については、訪問看護収益とその他収益を合

わせまして、決算額２，５１７万２５１円、予算額に対して８２万４，２５１円の増額でござい

ます。

次に、支出でございます。在宅生活支援事業費用でございますが、訪問看護費用とその他費用

を加えまして、決算額２，３６８万２，４７９円、予算額に対しまして６６万３，５２１円の減

額となっております。詳細は、その後の９ページの方をごらんいただきたいと思います。

２ページの損益計算書をごらんいただきたいと思います。１の訪問看護収益は、居宅介護収益、

訪問看護療養収益を合わせまして、２，４８１万１，５３３円となっております。

次に、２の訪問看護費用でございますが、給与費、経費を合わせまして、２，３５４万８，３

５５円でございます。

訪問看護利益でございますが、１２６万３，１７８円となっております。

次に、３のその他収益でございますが、受取利息配当金とその他収益を合わせ、３５万２，１

３０円となっております。

次に、４のその他費用でございますが、雑費が１２万７，５３６円。

その他利益でございますが、２２万４，５９４円となります。

したがいまして、当年度の純利益は１４８万７，７７２円になります。

３ページの平成２２年度南部町在宅生活支援事業剰余金をごらんいただきたいと思います。繰

越利益剰余金１，１７６万５４５円に当年度純利益１４８万７，７７２円を加えまして、当年度
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未処分利益剰余金は１，３２４万８，３１７円となりました。下段の平成２２年度南部町在宅生

活支援事業剰余金処分計算書（案）のとおり、翌年度に繰り越しさせていただきたいと思います。

次に、４ページの平成２２年度南部町在宅生活支援事業貸借対照表をごらんください。資産の

部でございますが、１の固定資産はなく、２の流動資産は現金、未収金合わせて、１，５７２万

６，４３５円、この額が資本合計でございます。

５ページの負債の部でございますが、３の固定負債はございません。４の流動負債は、未払い

金が２４７万８，１１８円、この金額が負債合計となります。

資本の部でございます。資本合計が１，３２４万８，３１７円となっており、負債、資本金合

計は、１，５７２万６，４３５円となります。

６ページから、平成２２年度南部町在宅生活支援事業報告書となっておりまして、今御説明さ

せていただきました内容が記載されております。先ほどと同様に総括の事項だけを読ませていた

だきまして、御審議を賜りますようお願いいたします。

訪問看護事業は、介護保険の対象となる居宅介護療養と医療保険の対象となる訪問看護療養が

あり、いずれも病院の機能を活用しながらより充実した在宅生活を支援するための事業でござい

ます。

本年度の業務状況は、介護保険の対象となる居宅介護は１，０８５回、前年度対比２０２回、

２２．９％の増と大幅な増加となりました。これは、病院から退院される患者さんに短期間の訪

問看護をお勧めすることで、スムーズな在宅生活への移行を図る取り組みであるこれを進めたこ

とによるものでございます。

一方、訪問看護療養では１，６３４回、前年度比マイナスの１５６回、８．７％の減となって

おりますが、主に精神疾患の患者さんの入院や容態安定によりまして訪問回数が減少したことが

原因と考えております。

事業収益は２，５１６万４，０００円、同事業費用は２，３６７万６，０００円、当年度純利

益は１４８万８，０００円の黒字を計上いたしました。

以上で説明を終わらせていただきます。審議方、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） この際、平成２２年度一般会計、特別会計及び事業会計について、決算

審査の意見書が提出されていますので、審査の結果について須山代表監査委員の報告を求めます。

須山代表監査委員。

○監査委員（須山 啓己君） 監査委員の須山でございます。皆様方には日ごろから本町町政のた

めに日々御尽力をいただきまして、まことにありがとうございます。早速ではございますけれど
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も、南部町９月定例議会を迎えまして、地方自治法第２３３条の規定に基づき、８月１９日付で

提出いたしました平成２２年度の南部町一般会計、特別会計並びに事業会計の決算監査の結果及

び監査意見について御報告をいたします。

監査の報告書としまして、文章編と数値編を提出しておりますけれども、この場では文章編で

あります平成２２年度南部町一般会計、特別会計及び事業会計の決算監査意見についてを報告さ

せていただきます。なお、数値編につきましては決算の数値、会計別の歳入歳出前年度比較並び

に一般会計の歳出の性質別内訳や費用別決算額などをまとめておりますので、ぜひ目を通してい

ただきますようにお願いをいたします。

まず最初は、審査の概要でございます。決算の審査に当たりましては、平成２３年７月１９日

から８月５日までの９日間、南部町法勝寺庁舎及び現地におきまして、議会選出の細田監査委員

とともに審査を実施いたしました。

審査の対象は、平成２２年度の一般会計、特別会計及び事業会計と、財政健全化法に規定する

財政健全化判断比率及びその算定基礎書類でございます。

３の審査の概要でございますが、それはここに記したとおりでございます。

４、審査のために説明を求めた部局は、町長部局、すなわち総務課、税務課、企画政策課、町

民生活課、健康福祉課、産業課、建設課、上下水道課、出納室及び教育委員会事務局、農業委員

会事務局、議会事務局、監査委員事務局、選挙管理委員会事務局及び病院事務局でございます。

最初に、審査の結果について報告をいたします。審査計数の状況は、町長より提出された決算

書に基づき、歳入歳出、関係諸帳簿及び証拠書類を照合審査した結果、決算計数はいずれも符合

して誤りのないものと認めました。また、基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係諸

帳簿及び証拠書類と符合して誤りのないことを確認しております。

続いて、一般会計、特別会計についての審査結果を報告いたします。まず一般会計、特別会計

の概要でございます。一般会計の決算額においては、歳入が７４億７，７９２万５，０００円、

歳出が７２億４，４２３万１，０００円でありました。また特別会計合計においては、歳入が１

９億８，１５９万７，０００円、歳出が１９億７，３８０万２，０００円でありました。

各会計別の実質収支では、一般会計が２億１４４万５，０００円、特別会計では、国民健康保

険会計が４９８万１，０００円、老人保健会計が２万４，０００円、後期高齢者医療会計が１１

万８，０００円、公共下水道会計が１３万５，０００円、農業集落排水会計が７４万２，０００

円、浄化槽会計が１３７万６，０００円となっております。このほか住宅資金貸し付け会計、墓

苑会計、介護サービス会計及び建設残土処分会計の実質収支はゼロ円でありました。
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会計別の決算額の対前年度伸び率について特徴的なものは、一般会計の歳入では５．８％の増、

歳出は５．９％の増でありますが、住宅資金貸し付け会計の歳入では３４．６％の減、歳出が３

４．６％の減、国民健康保険会計の歳入では７．６％の増、歳出が７．９％の増、公共下水道会

計の歳入では２４．７％の増、歳出が２５．７％の増、農業集落排水会計の歳入では２３．９％

の減、歳出が２３．９％の減、浄化槽会計の歳入では２５．１％の減、歳出が２４．３％の減と

なっております。一般会計及び特別会計を合わせた平成２２年度の歳入総額は、９４億５，９５

２万２，０００円、対前年度比で４．９％の増、歳出総額は９２億１，８０３万３，０００円、

対前年度比で５．０％の増の財政規模でございました。

一般会計について見ると、前年度と比較して歳入の増額の大きなものは、町債の２億８，３０

０万円、地方交付税の２億１，０７７万９，０００円、県支出金の１億９，０８６万５，０００

円となっております。これに対して歳入の減額の大きなものは、国庫支出金の３億４，９９３万

２，０００円、町税の１，３８５万３，０００円、繰入金の８８９万７，０００円であります。

歳出の性質別支出で増額の大きなものは、補助費等２億７，７２３万６，０００円、扶助費１

億８５３万１，０００円、物件費９，４４３万７，０００円であります。これに対して歳出の減

額の大きなものは、人件費９，１５２万２，０００円、維持補修費２，７１１万３，０００円、

普通建設事業費２，２３２万６，０００円となっております。

続いて、（２）一般会計、特別会計の審査意見でございます。

その１、一般会計の経常収支比率においては、平成２２年度は８４．５％と前年に比較して１．

９％の改善となっており、平成２１年度の対前年度比２．１％の改善に引き続き改善傾向が顕著

であります。経常収支比率の改善は、行財政改革に取り組まれている結果を示すものであり、好

ましい方向であります。しかしながら、依然８０％を超え財政の硬直性を伴う高い指数であるこ

とから、引き続き改善に取り組んでいただきたいと思います。

その２、一般会計の財政力指数は、平成２２年度は０．２７０と前年度に比較して０．０１２

悪化しております。これは課税標準額の減少に伴い基準財政収入額が減少しているためであり、

財政力の改善について多角的な検討を図っていただきたいと思っております。

その３、公債費比率は、平成２２年度は１３．８％であり、前年度に比較して１．４％改善さ

れております。平成１９年度以後順次改善されており好ましい結果となっております。引き続き

改善について努力をしていただきたい。

その４、本年度、新たに積み立てられた基金は１億５，４４４万６，０００円でありました。

使途が定められた目的基金もありますが、健全な財政運営を実現するため基金が果たす役割は大
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きいものがございます。今後も財政確保に留意をしていただきたい。

その５、さくら基金が９３９万７，０００円積み立てられて１，３７３万６，０００円となり、

前年度から大幅な増加となっております。増加は個人からの寄附金増が主なものであり、引き続

き広報やインターネットなどにより使用用途の開示に努め、本基金の目的について幅広く理解を

得られるようにしていただきたい。

その６、災害対策基金を取り崩して東日本大震災の被災自治体への支援財源としているが、

「地域の災害に備える」という本基金の設置目的にかんがみ、この基金への速やかな補てんを考

慮されたい。

その７、決算審査において提出された事業報告書の中には、決算結果を踏まえて次年度以降に

つなげようとする好ましい報告書がふえているように思います。それぞれの事業の評価を通じ、

実施される事業が充実したものになることを期待するものでございます。また、様式についてで

ございますけれども、現計予算欄を追加し不用額を明らかにして、当該事業の予算執行状況がわ

かるなどの工夫をしていただきたい。

その８、町民税、軽自動車税など、税の徴収率が向上しております。関係者が努力された結果

であり好ましい。また、家屋の全棟調査については、税の公平性を保つためにも定期的な実施を

検討されたい。

その９、南部町ホームページにおいては、町の情報発信にとどまらずＰＲの手段としても活用

し、南部町の魅力や町独自の優遇策などがわかるツールとなるように工夫していただきたい。

その１０、農産物加工施設の利用人数減少が顕著であります。活用団体の育成や、新たな加工

品の開発など、より具体的な活動支援を通じて施設の活用拡大を図っていただきたいと思います。

１１、森林公園、オートキャンプ場などの利用者が大きく減少して、減少傾向に歯どめをかけ

る必要がございます。緑水湖周辺の施設を一体化した総合的な利活用の検討やＰＲなど、活性化

へ向けた効果的な手段を講じられたいと思います。

１２、児童館の活動と児童クラブの活動については、重複する部分がございます。活動の統合

などを通じて、それぞれの事業がより効果的で利便性のある事業となるように検討していただき

たい。また、地域振興区や住民の協力体制についても検討をしていただきたいと思います。

その３、滞納に関する審査意見でございます。

その１、滞納における収入未済額については、一般会計では町民税、固定資産税、軽自動車税、

保育料、公営住宅使用料、学校給食費、放課後児童健全育成負担金で計上されており、また、特

別会計では国民健康保険税、住宅資金貸付金、農業集落排水分担金⋞使用料、浄化槽分担金⋞使
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用料、公共下水道分担金⋞使用料で計上されております。現年度⋞過年度の滞納総額は２億６，

２２４万６，０００円であり、前年度の２億５，７８０万８，０００円と比較して４４３万８，

０００円増加をしております。また、昨年に引き続き本年度も３０５万円の不納欠損処理（町民

税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）を行っております。

その２、過年度の徴収率に関しては、学校給食費１２．１％、固定資産税１５．３％、公営住

宅使用料１９．５％と、いずれも２０％未満の徴収率に終わっておりますけれども、前年度に比

較しますと徴収率の改善が認められ、過年度分の徴収に努力されているということを評価をいた

すものでございます。

その３、固定資産税の収入未済額増が顕著であります。町民の総所得が年々減少しており、課

税標準額も減少の一途となっております。滞納徴収には困難さを伴いますが、引き続き努力をし

ていただきたいと思います。

その４、昨年に引き続き、本年度も３０５万円の不納欠損処理（国民健康保険税を含む）を行

っております。平成２１年度の不納欠損処理額は、５５７万５，０００円でありました。

年々減少しているとはいえ町の限られた収入の減少であり、好ましいことではありません。そ

の執行に際しては、未収金管理、滞納整理など徴収事務全般について適正な対応を図っていただ

きたいと思います。

次に、財政健全化判断比率について。町長より提出されました基礎資料などに基づきまして、

健全化判断比率及び資金不足比率についての審査を行いました。

健全化指標に関する監査意見でございます。

１、実質赤字比率について。平成２２年度の実質赤字比率は、実質収支が黒字であるため算定

されなかった。

２、連結実質赤字比率について。全会計を連結した連結実質赤字額が発生しなかったことから、

連結実質赤字比率は算定されなかった。

３、実質公債費比率について。平成２２年度の実質公債費比率は１６．２％となっており、早

期健全化基準の２５．０％と比較すると、これを下回っている。

４、将来負担比率について。平成２２年度の将来負担比率は８１．１％となっており、早期健

全化基準の３５０．０％と比較すると、これを下回っている。

資金不足比率について。水道事業会計、病院事業会計、在宅生活支援事業会計、農業集落排水

事業特別会計、浄化槽整備事業特別会計、公共下水道事業特別会計とも資金不足額は計上されな

かった。早期健全化基準の２０．０％と比較すると、これを下回っている。
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それぞれの指標について、早期健全化の基準内であることを確認いたしました。本年度におけ

る指標を昨年度と比較した場合、西伯病院の収益改善に伴い将来負担比率が大きく改善をされて

おります。今後については、西伯病院及び水道事業の経営状態、人口減や一本算定による交付税

の減少分を念頭に置きながら、財源確保や経費節減など将来を見通した計画的な財政運営に取り

組んでいただきたいと思っております。

４、水道事業会計。水道事業会計の概要でございます。収支決算では、７８万円の当年度純損

失が計上されております。

総収益は、平成２１年度の１億７，５４７万２，０００円に対し、平成２２年度は１億８，４

３０万９，０００円で５．０％の増となっております。このうち営業収益は、平成２１年度の１

億７，０３９万８，０００円に対しまして、平成２２年度は１億７，２３７万５，０００円で１．

２％の増となっております。

総費用では、平成２１年度の１億９，００２万４，０００円に対し、平成２２年度は１億８，

５０８万９，０００円で２．６％の減となっております。営業費用では、平成２１年度の１億４，

７９２万３，０００円に対し、平成２２年度は１億４，９５１万２，０００円で１．１％の増と

なっております。

収益的収入及び支出で主なものは、営業収益の給水収益１億７，００２万１，０００円の収入

と営業費用の減価償却費８，０３７万３，０００円、営業外費用の起債償還利息３，５５５万２，

０００円の支出でありました。

水道事業会計の審査意見を申し述べます。

１つ、有収率は８７．６％と昨年度（２１年度は８７．１％）より、わずかながら改善をして

おります。目標である９０％に向け、今後も漏水等の不明水解消に努め、漏水箇所の早期把握や

早期修繕について対策を強化していただきたい。

また、布設管や施設の老朽化も見られることから、長期的な視野に立ち、年次的、長期的な改

修を検討されたい。

その２、未収金は現年度分２４３万９，０００円、過年度分１，００８万６，０００円であり

ます。前年度に比べ徴収率が低下しており、未収金の徴収事務をさらに徹底し、税を含めた横断

的な徴収体制の構築を図っていただきたい。

その３、限られた水道料金と、水道水を供給するための施設維持経費である水道事業において、

健全な水道事業会計とするために料金改定という方向性を提案されたことを評価するものです。

議論を通じて将来展望を踏まえた建設的で合理的な結論が導かれることを期待するものでござい
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ます。

続きまして、５、病院事業会計に移ります。

１、病院事業会計の概要。当年度純利益で見ると２１年度の１億６，３７１万９，０００円の

純損失に対し、平成２２年度は１，１３２万９，０００円の純利益となっております。

総収益は、平成２１年度の２０億８６万２，０００円に対し、平成２２年度は２２億１，３２

４万９，０００円で１０．６％の増となっております。その主体をなす医業収益では、平成２１

年度が１６億５，３６６万７，０００円に対し、平成２２年度は１７億８，９７１万７，０００

円で８．２％の増となっております。

総費用では、平成２１年度の２１億６，４５８万１，０００円に対し、平成２２年度は２２億

１９２万円で１．７％の増となっております。その主体をなす医業費用は、平成２１年度の２０

億４，８０８万円に対し、平成２２年度は２０億８，９５９万９，０００円で２．０％の増とな

っております。

病院事業会計の審査意見を申し述べます。

その１、病院経営の基幹となる医業収益が、平成２１年度の１６億５，３６６万７，０００円

に対し、平成２２年度は１７億８，９７１万７，０００円となり大きく増加をしております。関

係職員の真摯な努力の結果であり大いに評価をするものでございます。一方、医業費用も平成２

１年度の２０億４，８０８万円に対し、平成２２年度は２０億８，９５９万９，０００円と増加

をしております。今後は医業費用の削減についても検討され、経営基盤の強化を図っていただき

たいと思います。

その２、前年に比べ入院患者数は２，５１９人増の６万６，４６０人、外来患者数は１，３２

７名増の６万８，２４８人となっております。病床利用率についても９０％を超え、内科、整形

外科が医業収益を伸ばしている状況となっております。

病床利用率をさらに高めるなど、関係機関との緊密な連携を図りつつ、さらに安定した病院経

営に努力をしていただきたいと思います。

その３、平成２０年度に策定された病院改革プランは、２２年度には黒字化を目標としたプラ

ンでありましたが、計画どおりに黒字化を達成されたことを評価するものでございます。今後も

しっかりとしたプランのもと目標を明確化して、課題を共有しながら経営安定化に向けたさらな

る努力を期待するものでございます。

その４、在宅をテーマとする西伯病院の医療活動が住民に理解され、安心と信頼がもたらされ

るような病院運営に取り組んでいただきたい。また、アミノ酸による「ガン⋞マーカ」など、予
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防検診にも積極的に取り組まれ、住民の健康維持と疾病の早期治療に尽力をしていただきたいと

思います。

最後に、在宅生活支援事業会計の概要でございます。収支決算では、１４８万８，０００円の

当年度純利益が計上されております。

総収益は、平成２１年度の２，４２９万２，０００円に対し、平成２２年度が２，５１６万４，

０００円で３．６％の増となっております。

総費用は、平成２１年度の２，２５９万４，０００円に対し、平成２２年度が２，３６７万６，

０００円であり４．８％の増となっております。

訪問看護収益を前年度と比較すると、収益では居宅介護が８４７万円で２７．５％の増、訪問

看護療養が１，６３４万２，０００円で７．４％の減となっております。費用で見ますと、訪問

看護費用が２，３５４万８，０００円で４．６％の増となっております。患者数では、居宅介護

が１，０８５人で２２．９％増加し、訪問看護療養については１，６３４人で８．７％減少して

おります。全体としては２，７１９人であり、昨年度に比べて４６人、１．７％増加をしており

ます。

収支では、今年度純利益が１４８万８，０００円（対前年度比で１２．４％の減）となり収益

率が低下をしている状況でございます。

在宅生活支援事業会計の審査意見を申し述べます。

患者数については微増ながら訪問看護費用の増により、純利益は前年度比で１２．４％と大き

く減少し、事業の伸び率も減少傾向となっております。安心して住みなれた地域で生活できる

「在宅」のキーは、地域医療室の活動に左右されるものでございます。西伯病院の医療をバック

に、安心感を伴った生活支援事業として、地域医療室のさらなる活動を期待するものでございま

す。

決算の審査報告は以上でございますけれども、平成２２年度の決算は先ほど報告をいたしまし

たとおり経常収支、公債費比率、将来負担率などの財政指標が改善されて好ましい結果となって

おります。また、それぞれの事業につきましても決算結果の成果や反省を踏まえて次年度以降に

つなげていこうとする好ましい報告書がふえてきたと感じております。

今後とも一つ一つの事業が年々改善され、充実したものになるように要望をいたしまして、監

査報告とさせていただきます。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） 以上で監査報告を終わります。ちょっと休憩します。

午後４時０２分休憩
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午後４時０３分再開

○議長（足立 喜義君） 再開します。引き続いて提案説明をお願いします。

副町長、藤友裕美君。

○副町長（藤友 裕美君） 副町長。議案第６６号、南部町から暴力団排除のために必要な関係条

例の整備に関する条例の制定について。

次のとおり南部町から暴力団排除のために必要な関係条例の整備に関する条例を制定にするこ

とについて、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によって、議会の議決をお願いをいたすも

のでございます。

１７ページから、それぞれ改正する条文がついておりますけれども、膨大なものでありまして、

まとめて概要を説明させていただきたいというふうに思います。

本条例でございますけれども、これは鳥取県におきましてことしの４月１日に鳥取県暴力団排

除条例が施行されております。暴力団の排除に対する体制の整備が進められているところでござ

います。

このたびの整備に関する条例は、南部町個人情報保護条例の一部改正、南部町公の施設の指定

管理の指定手続に関する条例の一部改正を初め、各施設条例の一部改正など計４１条例の一部改

正を一括して行うものでございまして、結果、南部町の行政事務から暴力団を排除できるよう、

体制の整備を図るものでございます。

具体的な改正内容としましては、個人情報保護条例の改正につきましては警察からの個人情報

の収集並びに警察への個人情報の目的外利用及び提供を可能にするための改正であります。

また、指定管理者の指定手続に関する条例については、暴力団を指定管理者から除外する内容

のものといたしております。

また、さらに各施設条例の改正につきましては、暴力団の利用等の許可に制限をかける内容の

ものでございます。それぞれの条例に明確に排除する旨を規定することによりまして、南部町と

いたしまして町の行政事務から暴力団排除を進めていく姿勢を明確に示していくこととしている

内容のものでございます。よろしくお願いを申し上げたいと思います。

この条例の施行日は、平成２３年１０月１日といたしておるところでございますので、よろし

く御審議のほどをお願い申し上げます。

○議長（足立 喜義君） 続けてください。

○副町長（藤友 裕美君） 済みません。議案第６７号、南部町上水道給水条例の一部改正につい
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て。

次のとおり南部町上水道給水条例の一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項

第１号の規定により、議会の議決をお願いをいたすものでございます。

本条例、議案でございますが、これは平成２３年の２月の９日に公共料金審議会から改定が必

要であるという答申を受けたことによりまして、旧西伯上水道地区料金、会見地区料金の改定を

行うに当たりまして、南部町上水道給水条例の一部を改正するものでございます。

この条例の施行日は、平成２３年１１月１日といたしておりまして、料金の実施については２

４年の１月徴収分から対象になるという内容のものでございます。

改定内容の詳細につきましては、上下水道課長より説明をいたしますので、よろしくお願い申

し上げます。

○議長（足立 喜義君） 上下水道課長、真壁紹範君。

○上下水道課長（真壁 紹範君） 上下水道課長です。では、３６ページからの条文の内容につい

て、若干説明をさせていただきたいと思います。この条例改正につきましては、公共料金審議会

の答申の２３年度分の改定につきまして、基本料金現行、西伯上水の場合１，４８０円を１，７

００円に、従量料金がまた変更になる問題。それから、営業、公共用につきましても、２カ月で

１万７，２８０円が１万７，６００円になる。それから、会見地区につきましては、基本料金が

２カ月で１，２００円が１，６００円になるもの。２０ミリにつきましては、１，６００円が２，

０００円になるもの。２５ミリについては、基本料金が２，６００円が３，０００円になる。４

０ミリにつきましては、５，０００円が５，２００円。５０ミリにつきましては、１万２，００

０円が１万２，４００円になる。内容につきまして、この表につきましては１カ月分の料金につ

いて記載したものでございます。

基本的な基本料金の算定につきまして、西伯側の１カ月にて６トンまでを基本料金に算定する

ということになりましたので、従来の会見の料金は１トンから基本料金プラス従量料金が加算さ

れてたわけですけれども、１カ月で６トンを超えるものについて従量料金が加算されるという方

式に変わるものでございます。

２４条中の改正については、１万３，９６０円を１万５，０１０円という、これは１３ミリに

なります。それから、１５０円、１６０円につきましては、従量料金の記載でございます。

それから、ただし、別表第３に定めるという以下は、これは会見の基本料金の計算でございま

して、６トンを超えるものについてはこの計算式でやるという計算表を載せているものでござい

ます。
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あと、３７ページ、３８ページ、料金表が１トン当たりの料金表をずっと記載しておりますの

で、これが料金表として条例に記載されるということでございます。

また、新旧対照表につきましては、６２ページから旧西伯、旧会見の料金、それぞれにつきま

して新旧対照表を載せております。改正部分につきましては下線を引いておりますので、見てい

ただきたいと思います。

以上、簡単でございますけれども、説明させていただきます。議審議よろしくお願いいたしま

す。

○議長（足立 喜義君） 副町長、藤友裕美君。

○副町長（藤友 裕美君） 副町長。議案第６８号、辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更に

ついて。

辺地に係る公共的施設を総合的に整備するため、別紙のとおり総合整備計画を変更するので、

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定

により議会の議決をお願いをいたすものでございます。

本議案につきましては、会見第二小学校体育館の改築工事の事業費及び財源がほぼ確定したこ

とに伴いまして、平成１７年度に作成した当該事業に係る辺地計画の変更が必要となったため、

辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更をお願いをいたすものでございます。

内容でございますが、５０ページをごらんいただきたいと思います。総合整備計画書をつけて

おります。この３の公共施設整備計画の中の表の下段の会見二小屋内体育館改築工事の関係でご

ざいます。変更前が、事業費が２億でございましたが、変更後に１億６，８４０万８，０００円

ということに変更いたしまして、それに伴いまして財源内訳の変更と辺地債の予定額の変更を掲

げております。結果、この整備計画の総事業費が、５億９，０００万が５億５，８４０万８，０

００円になりまして、財源内訳といたしましては、特定財源で、２億３，９４９万５，０００円

が２億３，８４６万９，０００円、一般財源が、３億５，０５０万５，０００円が３億１，９９

３万９，０００円に下がります。それに伴いまして辺地事業債の予定額が、変更前が、１億７，

１００万円が、変更後、２億７，９８０万円ということに変更をいたす内容のものでございます。

よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。

○議長（足立 喜義君） 総務課長、森岡重信君。

○総務課長（森岡 重信君） 総務課長でございます。

議案第６９号
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平成２３年度南部町一般会計補正予算（第４号）

平成２３年度南部町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６２，４７４千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６，７８７，９６１千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２３年 ９月 ９日 南 部 町 長 坂 本 昭 文

平成２３年 ９月 日 決 南部町議会議長 足 立 喜 義

主なものでございますが、５点ございます。コミュニティ助成事業ということで、法勝寺地区、

あいみ富有の里振興協議会が事業主体で、除雪機の購入を１０台されるものでございます。これ

は５００万を予定をして、全額補助でございます。また、償還金が発生しておりますが、２，０

８１万１，０００円となっております。障がい者自立支援給付費等の平成２２年度の実績に伴う

返還金が生じております。３点目ですが、農地⋞水保全管理支払い交付金事業というものが５０

６万５，０００円計上しておりますが、これは制度改正によりまして農地⋞水⋞環境保全向上対

策事業が２つの事業に分かれ、平成２７年度までの事業として継続となったものでございます。

それに伴いまして追加事業分の増額補正を計上しております。それから４番目ですが、森林環境

保全整備事業１，２４２万円を計上しております。東長田財産区全体で１５．７ヘクタールござ

いますけれども、森林の樹種転換を行い森林環境を保全するということで、２年計画の部分を一

気にやっていくというものでございます。５番目に、人件費の補正ということで２，５１８万３，

０００円減額をしておりますが、これは育休、それから中途退職者等に伴います人件費の補正と

いうことでございます。

９ページの方に移ります。歳出の方でございます。１款の議会費でございます。１目議会費で

ございます。これは１５９万７，０００円を減額をいたしまして、９，６４１万２，０００円と

するものでございます。大きなところでは職員給与費等がございます。これは事業説明書の９６

ページを見ていただきたいと思います。ここに全体の人件費の比較というものをしております。

それぞれの部分でいきますと増になったり減になったりをしておりますが、下段近くの方に一般

職の合計ということで右側の方になりますけども、２，４４１万８，０００円の減ということで、
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これのそれぞれの事業への割り振りをしておりますので、増になったところ、少なくなったとこ

ろということがございます。ということで給与費等につきましては、以後、省略をさせていただ

きます。議会事務局臨時職員採用でございます。１ページになりますが、市町村緊急雇用創出事

業に組みかえておりまして、これは全額落とすものでございます。

２款の総務費でございます。７目財産管理費でございます。４７９万１，０００円を増額をい

たしまして、９，７９０万８，０００円とするものでございます。下段の方に書いておりますけ

ども、電算管理事務費、６ページになりますけども、これは財務会計の電子決算システムを導入

するものでございます。２６０万８，０００円を計上しております。これが主なものでございま

す。続きまして、１０ページに移ります。１６節の原材料費でございます。財産管理費事務費で

ございますが、１１５万７，０００円。７ページになります。これは旧町標記がしてございまし

て、その修正をするものでございます。それから、石板もございまして、２カ所になりますけど

も、これも修正をかけるというものでございます。

１６目の企画費でございます。６６９万２，０００円を増額をいたしまして、４億４，４５８

万５，０００円とするものでございます。主なものは、３段目に書いてございます住宅用太陽光

発電システムの設置事業でございます。説明書では１４ページになります。７月時点で当初見込

み額に達しております。今後も申請が見込まれるために増額補正を行うものでございます。

１７目地域自治振興費でございます。５０８万円を増額をして、５，７２５万８，０００円と

するものでございます。コミュニティ助成事業、１７ページになりますが、これは冒頭申し上げ

ました除雪機購入１０台分ということでございます。

次のページ、１１ページになりますが、２０目の諸費でございます。２，１１７万６，０００

円を増額をし、２，９７３万円とするものでございます。これは償還金でございまして、２段目

のところに書いてございます健康福祉課の償還金ということで、説明書では２３、２４になりま

す。２，０８１万１，０００円を２２年度事業実績に伴い返還が生じております。

下段に移ります。２２目の雇用対策費でございます。１６７万１，０００円を増額をいたしま

して、１億８６７万９，０００円とするものでございます。町道⋞林道作業員雇用でございます

が、これは使用料等を賃金の方に組み替えをして増員を図りたいということでございます。それ

から、文書管理事業でございますが、今３名を計画をしておりますが、これを５名に増員を図り

たいというものでございます。下段の福祉事務所開設補助員雇用でございますが、これは４月い

っぱいで臨時職員が退職となっておりますので、これは減額をさせていただいております。

１２ページに移ります。２目の賦課徴収費でございます。１８万５，０００円を減額をして、
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７６６万８，０００円とするものでございます。徴収補助員雇用事業、２９ページになりますが、

非常勤職員として１名を雇用しておりましたが、８月末で退職となりました。今度は臨時職員雇

用ということで対応したいと思いまして、予算の組み替えを行っておるものでございます。

続きまして、民生費に移ります。１３ページでございます。２目の障がい者福祉費でございま

す。１５２万４，０００円を増額をし、２億５，２４６万円とするものでございます。下段の方

に臨時特例基金特別対策事業、３４ページになりますが、１１６万６，０００円を上げておりま

す。これは法改正に伴いましてシステム改修が必要になったため、補正対応をするものでござい

ます。

１４ページに移ります。４目の高齢者福祉費でございます。１９２万２，０００円を増額をし、

２億７，９７５万２，０００円とするものでございます。下段の方に交流会館管理事業というこ

とで、３６ページになります。１５３万６，０００円を計上しておりますが、交流会館の雨どい、

それから、ボイラー室の煙突部分の修繕が必要になってまいっておりますので、今回計上をさせ

ていただいております。

児童福祉費の方に移ります。５目の保育園費でございますが、５２万５，０００円の増額で、

２億６，０８７万５，０００円とするものでございます。これは一番下段の方にさくら保育園の

運営事業ということで上げておりますが、４０ページになります。３６２万６，０００円でござ

いますが、これは正月の豪雪で被害のあった雨どいの修繕を行うものでございます。これは建物

共済金が出てまいりますので、それを充当して復旧するものでございます。続きまして、１５ペ

ージに移ります。真ん中どころにひまわり保育園がございますが、ひまわり保育園運営事業２４

２万２，０００円、４２ページになります。これは真空ボイラーの取りかえを計画をしていると

ころでございます。

１６ページに移ります。４款の衛生費に移ります。１目の保健衛生総務費でございますが、９

３５万６，０００円を減額をするものでございます。これも大きなところは人件費の減というこ

とでございます。２段目に非常勤保健師等雇用ということで２５３万円、事業別の４６ページに

なりますが、これは伯耆の国から職員派遣協定を締結をして、介護支援専門員を１名派遣しても

らっております。今後の業務に対応していきたいということでございます。

続きまして、１７ページ、５款農林水産業費、３目の農業総務費でございます。２７５万２，

０００円を増額をし、１億６，０４０万７，０００円とするものでございます。農業集落排水事

業繰出金１１３万８，０００円を予定をしております。これ、５６ページに詳細を書いておりま

す。国道１８０号バイパス工事に伴います下水圧送管移設工事費、それから、福成第５中継ポン
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プの更新、会見第２地区浄化センター室内ファン更新経費等でございます。

１８ページに移ります。同じく農林水産業費の５目の農業振興費でございます。５４４万２，

０００円を増額をし、１億１，３３８万７，０００円とするものでございます。２段目のところ

に書いておりますが、農地⋞水保全管理支払い交付金事業、６２ページになりますが、５０６万

５，０００円でございます。これは制度の見直しによりまして農地⋞水⋞農村環境保全向上活動

支援事業から、先ほど申しました事業名に変更になっております。要望がたくさんございますの

で、増額補正をして取り組みたいというものでございます。

次の林業費の方に移りますが、２目の林業振興費でございます。１，５５３万７，０００円の

増額で、１億３，７６３万２，０００円とするものでございます。これは冒頭に申しました森林

環境保全整備事業１，２４２万円でございます。ページ数で６６ページになりますが、東長田財

産区の全面積を樹種転換を行う予定としておるものでございます。それから、１つ飛びまして解

体処理施設新設事業でございます。６８ページになります。事業としましては２４８万円となり

ます。これは当初設計では合併浄化槽１基の予定でございましたが、保健所等との協議でもう１

基設置をしなければならなくなったということでございます。増額を計上したものでございます。

１９ページに移ります。一番下段になりますが、７款の土木費でございます。３８８万７，０

００円を増額をし、１億５，７６４万４，０００円とするものでございます。町道入蔵線改良事

業でございますが、７４ページになります。これは工事費から委託料に組み替えということでご

ざいます。その下になりますけども、赤猪岩神社線水道新設ということで３８８万７，０００円

を計上しております。これは赤猪岩神社線の改良工事の施工にあわせまして水道管を布設するも

のでございます。

２０ページに移ります。８款の消防費でございます。非常備消防費３９４万４，０００円を増

額をし、２，５１９万１，０００円とするものでございます。非常備消防費３９４万４，０００

円でございますが、７８ページになります。負担金補助及び交付金３３７万５，０００円でござ

います。これは東日本大震災によります消防団員の死者、行方不明者２５１名を上回るものでご

ざいますが、その方々が公務中であったということで市町村が消防団員等の公務災害補償等共済

金に対し、平成２３年度に限った特別な掛金を支払うことにより、被災した消防団員の公務災害

の補償の確実な実施を確保するという施行令の一部改正がございまして、それに伴うものでござ

います。１人当たりの掛金の額が１，９００円だったものが、平成２３年度に限り２万２，８０

０円引き上げるということで２万４，７００円とするものでございますが、負担増については特

別交付税により措置されるものでございます。
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９款の教育費でございます。２目の事務局費１，００８万６，０００円を増額をし、８，９７

７万２，０００円とするものでございます。これも人件費が大きなものでございます。学校支援

ボランティア推進事業で５６万円を上げております。８０ページになります。これは県の補助事

業でございます。町内の小中学校にボランティアコーディネーターを配置し、地域ボランティア

の取り組みの活性化を図るものでございます。

２２ページになります。５目の図書館費でございます。５７万９，０００円を増額をし、２，

８５７万１，０００円とするものでございます。上段に書いておりますように、図書館施設管理

等運営事業費２８万２，０００円を計上しております。８５ページになりますけども、これは子

供の読書活動優秀実践団体として「おはなし⋞ドン」が全国表彰されることになりました。表彰

にあわせてお話し会を実践するために同行する団員への旅費の一部を補助するものでございます。

今度は歳入の方に移りますが、７ページに戻ります。１４款の国庫支出金でございます。３目

の農林水産業費国庫補助金でございます。これは経営体育成支援事業補助金ということで新規就

農者補助事業でございます。６５ページになりますが、３１万８，０００円の減額をしておりま

す。

１５款県支出金でございます。総務費県補助金でございます。５６７万１，０００円を増額を

し、１億４，６３３万２，０００円とするものでございますが、そこにもございますように市町

村交付金、それから、緊急雇用創出事業補助金、住宅用太陽光発電システム導入促進事業費補助

金等、実績に伴うものでございます。

５目の農林水産業費県補助金でございます。１，３３５万４，０００円を増額をし、２億３７

０万９，０００円とするものでございます。これの大きなものは、森林環境保全整備事業１，１

１７万８，０００円が主なものでございます。

６２ページの説明書になります。１９款の繰越金でございます。不足する額を１，７１７万１，

０００円、繰越金を使うということでございます。

２０款の諸収入でございますが、１目の幼児保育業務受託事業収入５５４万７，０００円を増

額をするものでございます。これは受託事業収入ということで同額でございます。

２０款の諸収入でございます。４目雑入でございます。１，９３１万２，０００円を増額をし

ております。主なものが南部箕蚊屋広域連合負担金過年度精算戻金でございますが、１，１１９

万９，０００円ございます。それから、建物災害共済金が２８７万６，０００円、コミュニティ

助成事業助成金、これが５００万円。

以上で説明を終わります。審議のほど、よろしくお願いをいたします。

－６７－



○議長（足立 喜義君） 町民生活課長、加藤晃君。

○町民生活課長（加藤 晃君） 町民生活課長でございます。

議案第７０号

平成２３年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２３年度南部町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，０１１千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１，２９９，７６１千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２３年 ９月 ９日 南 部 町 長 坂 本 昭 文

平成２３年 月 日 決 南部町議会議長 足 立 喜 義

そういたしますと、歳出の方の説明をさせていただきます。４ページをお開きください。歳出

でございますが、保健事業費、１目の特定健康診査等事業費でございます。９万６，０００円を

補正いたしまして、８８４万１，０００円とするものでございます。

内容につきましては、需用費として１６万１，０００円、これは健診用封筒の印刷費でござい

ます。役務費については、消耗品の方に振りかえということで計上させていただいております。

それから、８款の諸支出金、１目の一般被保険者保険税還付金でございます。４４万円を増額

いたしまして１１２万円とするものでございます。これは国保のさかのぼりの損失によりまして

還付金が生じております。現在、当初予算に組んだ額と近い額になっておりまして、今後も必要

ということで４４万円を補正させてもらうものでございます。

３目の償還金でございますが、これはいずれも昨年度の精算によります還付金でございます。

１４７万５，０００円を増額いたしまして、１４７万６，０００円とするものでございます。２

つありますが、７万９，０００円の方につきましては出産一時金の額の確定によるものでござい

ます。それから、１３９万６，０００円につきましては特定検診保健指導負担金の額の確定によ

るものでございます。
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歳入につきましては同ページでございますが、前年度繰越金で２０１万１，０００円を増額い

たしまして、３０１万１，０００円とするものでございます。これは不足分を前年度繰越金でお

願いするものでございます。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 上下水道課長、真壁紹範君。

○上下水道課長（真壁 紹範君）

議案第７１号

平成２３年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

平成２３年度南部町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，５６６千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２５６，００６千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２３年 ９月 ９日 南 部 町 長 坂 本 昭 文

平成２３年 月 日 決 南部町議会議長 足 立 喜 義

説明でございますが、４ページをお開きいただきたいと思います。歳出でございますが、補正

説明書にも記載しておりますけれども、こちらの方は９２ページに記載しておりますが、維持管

理費の需用費３５６万６，０００円でございます。下水圧送管の移設でございます。国道１８０

号バイパスの工事に伴いますダクタイル鋳鉄管の移設でございます。また、水中ポンプの更新、

換気扇の更新ということでございます。

これに対しまして、歳入は一般会計繰入金１１３万８，０００円、前年度繰越金７１万円、県

工事移設補償費１７１万８，０００円で充当するものでございます。

以上、御審議よろしくお願いいたします。

議案第７２号
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平成２３年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

平成２３年度南部町の浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ７１，２５３千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２３年 ９月 ９日 南 部 町 長 坂 本 昭 文

平成２３年 ９月 日 決 南部町議会議長 足 立 喜 義

説明でございますが、４ページをお開きいただきたいと思います。歳出。一般管理の公課費と

して３２万１，０００円を補正しております。この説明につきましては、９３ページに記載して

おります。補正予算説明書の９３ページでございますけど、平成２２年度消費税確定申告行うこ

とで計算しましたところ、消費税の使用料収入に伴います消費税額が、仮受け消費税額が８１万

９，０００円に対しまして、控除対象仕入れ税額が４９万８，４７７円となりましたので、消費

税の申告、納付が必要になったということに伴う補正でございます。前年度は消費税還付という

ことだったわけですが、工事の減等に伴いまして消費税の納付が必要になったということに伴う

補正でございまして、当初予算に計上されなかったということでございます。

歳入につきましては、前年度繰越金３２万１，０００円を充当するということでございます。

御審議よろしくお願いいたします。

議案第７３号

平成２３年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成２３年度南部町の公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１９５千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１８５，２９４千円とする。
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２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２３年 ９月 ９日 南 部 町 長 坂 本 昭 文

平成２３年 ９月 日 決 南部町議会議長 足 立 喜 義

この説明につきましては、まず、歳出でございますけれども、５ページを開いていただきたい

と思います。また、この説明の事業説明書は９４ページから記載しております。

まず、一般管理費ですが、これは職員の異動等に伴う人件費等の補正でございます。

維持管理費でございますが、６８万３，０００円、東西町の公共下水道処理場の門扉が壊れて

おりますので、危険だということでこの門扉の修繕、新設を、更新をするという予算でございま

す。

３の汚泥処理費でございますが、需用費につきましては下水のダンプのタイヤの交換をする必

要があるということでございまして、１２万６，０００円。役務費については、保険料でござい

ます。委託費につきましては、コンポスト肥料の分析、今回、品質管理上、重金属等の分析を行

う必要があるということで、３年に１回行う予定ということで計上させていただいたということ

でございます。

これに伴います歳入ですが、４ページを開いていただきたいと思います。一般会計繰入金とし

て１０６万３，０００円、前年度繰越金１３万２，０００円を充当するということでごらんいた

だきたいと思います。

以上、御審議よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） ちょっと休憩をいたします。

午後４時５０分休憩

午後４時５０分再開

○議長（足立 喜義君） 再開します。お諮りいたします。本日の上程議案についての議案説明は

終わりましたが、質疑を保留のまま、会議規則第４９条の規定により、１３日の会議に議事を継

続したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 御異議なしと認めます。よって、本日の上程議案は、１３日の会議に議
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事を継続いたします。

⋞ ⋞

○議長（足立 喜義君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了しました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といたし

ます。

また、来週１２日は定刻より本会議を持ちまして、一般質問を行う予定でありますので、御参

集をお願いをいたします。御苦労さんでございました。

午後４時５１分散会
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